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ご あ い さ つ

近年、社会情勢のながれのひとつに生涯学習社会の形成と、その条件整備が

あげられます。こうした背景には高齢化社会の至来、余暇時間の増大、情報の

滲透という大きな社会変動のあらわれにすぎませんが、一方では地域社会の見

直しもまた新しい地域社会創造に向けて進行つつあります。

ここに50年代から60年代へ移行する中で展開されているこうした動きは、改

めて地域社会がもってきたすべての事象について直視し分析することからはじ

まり、それを基本として人間復権へ向けての地域づくりが今こそ嘱望されてい

るともいえましょう。先人の証ともいえる文化財資源は、こうしたなかでこそ、

地域社会のアメニティ要素として、また生涯学習資源として重要な意味をもっ

ているものと考えられます。教育委員会は文化財行政の根幹であるこうした資

源の保護保存、継承、活用に向けて積極的に取り組んでまいる所存であります。

ここに刊行する年報は、今年度の事業内容について集成したものであります。

これをもって本市の文化財保護行政の一端をご理解いただければ幸勘の至り

でございます。

今後共、御指導御助言を切にお願い申し上げご挨拶といたします。

昭和60年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎
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1.本 壽は、仙台市教育委員会社会教育課文化財管理係、文化財調査係が昭和59年 度に行った

文化財の調査、普及・啓蒙活動、保護管理に関する各事業についての年度報告書である。

2.調査報告は、昭和59年 度実施 した発掘調査のうち独自に概報もしくは報告書にまとめるに

至らなかった小規模な発掘調査 4件の概報を掲載 した。

3.調査報告のうち、中田畑中進跡 。川添東遺跡については田中則和のレポー トをもとに、早

坂春―が執筆 した。図・表等は田中が担当した。

4.本 諄の編集は、文化財調査係結城慎一、文化財管理係山口宏があたったが、係員全員の協

力をあおいだ。

ロ



I.事 業 報 告

1 管 理 関 係

(1)一般文化財

1)文化財保護委員会

本年は、定例会 (隔月隅数月)6回及び臨時会 1回、計 7回開催 した。各回の議題等の内容

は次のとおりである。

なお、委員定数 (15名 )上 1名欠員となっていたが、昭和59年 8月 1日付で補充を行ない、

東北大学名誉教授の河上房義氏 (専攻 :土木工学)を新委員に委嘱 した。また、11月 30日 をも

って第11期の任期が満了となり、翌12月 1日 付で第12期の委員会が発足 した。退任、新任の各

委員は次のとおりである。

〔退任〕

安倍郁二委員 (三島学園大学教授、専攻 :工芸 )

開 催  月 日 報 告 事 項 等 審 議 ・ 協 議 事 項 等

4月 10日 ●k)
。昭和58和度事業概要について

。昭和59年度事業計画について

・ 経ケ筆の市史跡指定について

(審議 )

6月 19日 (火 )

・ 経ケ峯伊達家墓所の市史跡指定

について  (審議 )

8月 21日 ●尺)

・ 器山遺跡発掘調査現場視察 (第

44次、第46次 ) 。経ケ峯伊達

家墓所の史跡指定告示 について

・ 仙台城跡の史跡指定問題につい

て  (協議 )

10月 23日 (火 )

・ 市指定史跡経ケ峯伊達家墓所の

現状変更 (公子公女廟整備)に

ついて  (審議 )

・ 仙台城跡の保存問題について

(協議 )

12月 4日 ●尺)

。本市の文化財保護行政の現状 と

課題について

2月 12日 (火 )

・ 仙台市博物館所蔵の文化財指定

候補物件について  (協議 )

3月 28日

※臨 時

キ企
　
人
不

。仙台市博物館所蔵物件の市文化

財指定について (視察及び協議 )
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高橋富雄委員 (東北大学教授～昭和60年 3月退官、専攻 :日 本史)

〔新任〕

近江 隆委員 (東北大学助教授、専攻 :都市計画)

大石直正委員 (東北学院大学教授、専攻 :日 本史 )

※大石委員は昭和60年 1月 1日 付で委嘱。

2)文化財パンフレット

今年度においては、第 9集 として「仙台城跡」を、第10集 として「幻の城柵一一郡山追跡」

を刊行した。

3)説明板・標柱の設置

今年度においては、説明板 2基標柱 3基の計 5基 を設置 した。設置箇所は次のとおり。

〔説明板〕 山田上台追跡、国史跡・睦奥国分尼寺跡 (GRC製 )

〔標 柱〕北目城跡、若林城跡、人来田遺跡 (萩 ノ台遺跡 )

4)「由緒ある町名・通名 と八十八辻」辻標の設置

昭和59年 12月 17日 に選定委員会 (佐々久委員長)を 開催 し、その協議結果に基づいて次の 5

基を設置 した。

○山上清水 /唸坂 (八幡五丁目中村洋服店前)○ 茂市ケ坂 /元寺小路 (本町一丁目第一

日本オフイスビル前)○ 木ノ下 /東街道 (本 ノ下四丁目猪岡内科医院前)○ 六道ノ辻

(中央一丁目国鉄北目町通ガー ド入口)○ 鹿落坂 /越路 (向 山二丁ロエスパシオ向山前 )

今年度設置分を合め、設置総数は44基 となった。なお、「由緒 ある町名 。通名と八十八辻」

選定委員会の発足以来委員の任にあたられた森権五郎氏が昭和59年 8月 2日 逝去されたことに

伴ない、後任の委員として仙台図南萩陵高等学校教頭の高倉 淳氏に委IIBし た。

5)文化財めぐり

市民の文化財に対する理解と認識を深め、あわせて文化財保護思想の高揚をはかるため、市

内外の身近に存在する文化財に接する機会として、下記のとおり計 5回の文化財めぐりを実施

した。

実 施 月 日 行  事  名 講 師 等 参 加 者 コ  ー  ス 等

6月 10日 (日 )

「仙台城跡

みる。きく。考える」

佐藤 憲一

(博物館主査)

高校生以上の

市民 115名

仙台城本丸跡～御裏林～ニノ丸

～三ノ九 (巽門発掘調査現場 )

7月 23日 (月 )
「古墳をたずねて」

文化財調査係職

員

小学校 5, 6

年生と親59名

雷榊山古墳～三榊峯追跡～遠見

塚古墳～法領塚古墳 他

8月 18日 (■ )
「郡山追跡と多賀城跡」

桑原滋郎 (東北

歴史資料館)

中学生・高校

生 50名

郡山遺跡～東北歴史資料館～多

賀城跡

-2-



10月 14日 (日 )

「古代の役所と寺院跡を

たずねて」

文化財調査係職

員

高校生以上の

市民 70名

第47次調査区～第24・ 35次同～

第 4・ 7次同～諏訪榊社～第12

次同～第15次同

11月 18日 (日 ) 「岩 切 城 跡」

藤沼邦彦 (県文

化財保護課)

小井川和夫 (東

北歴史資料館 )

高校生以上の

市民 76名

東光寺～磨崖仏・板碑群～

国史跡岩切城跡

6)文化財講座・シンポジウム

文化財の啓蒙普及事業として、次のとおり2回の講座及び 1回のシンポジウムを実施 した。

7)考 古 展 等

次のとおり計 6回 にわたり開催 した。

実施 月 日 デ   ー   マ 会  場 講 師 等 参加者

6月 23日 (■ )

6局 30日 (■ )

第12回 文化財講座

「仙台城の魅力をさぐる」

①“城郭史のなかの仙台城"

②“建築史からみた仙台城"

中 央公民館

①小林清治氏 (福島大学教授)

②佐藤 巧氏 (東北大学教授)

名

　

　

名

①

　

　

②

7月 14日
第13回 文化財講座

「郡山遺跡と多賀城」
東長町小学校 桑原滋郎氏 (東北歴史資料館研究部長) 120名

8月 4日 (■ )

公開シンポジウム

「郡山追跡と古代東北」
読売ホール

伊東信雄氏 (東北学院大学教授)

岡田茂弘氏 (国立歴史民俗博物館教授)

工藤雅樹氏 (宮城学院大学教授)

桑原滋郎氏 (東北歴史資料館研究部長)

進藤秋源氏 (多賀城跡調査研究所)

藤沼邦彦氏 (県文化財保護課)

130名

会 期 ア   ー   マ 会  場 備 考

6月 16日

～ 7月 7日

「知られざる名城

仙台城展」

中 央 公 民 館

情報コーナー

中央公民館での展示終了後、七十七

銀行本店ロビー (%～%)長銀仙台

支店 (%～%)で引続 き開催

7月 8日

～ 9月 28日

仙台の考古展 〈常設展 I〉

「仙台の旧石器・縄文時代展」

中 央 公 民 館

情報コーナー

8月 2日

～ 8月 7日

「幻の城柵 一一

淋山遺跡展」

仙 台 市 民

ギ ャ ラ リー

観覧者数 827名 会期中%に

公開シンポジウム開催 (6)が照)
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会 期 ァ   ー   マ 会  場 備 考

10月 9日

～ 12月 22日

仙台の考古展 〈常設展Ⅱ〉

「仙台の弥生 。古墳時代展」

中央 公 民 館

情報コーナー

1月 9日

～ 4月 7日

仙台の考古展 〈常設展〉Ⅲ〉

「仙台の奈良・平安時代展」

中 央 公 民 館

情報コーナー

3月 11日

～ 3月 23日

第 7回仙台の考古展

「タイムカプセル富沢」

市役所本庁舎

1階 ロ ビ ー

‰及び%に スライド上映会を併

せて開催

種  別 名  称 所 在 地 指 定 年 月 日 所 有 者

記念物 (史跡 ) 経ケ峯伊達家墓所 仙台市霊屋下 昭和59年 7月 21日
仙台市、宗教法人

瑞鳳寺、他

8)文化財の指定

本年度においては、次の物作を仙台市指定記念物として新たに指定した。

経ケ峯伊達家墓所の文化財指定により、市指定文化財の総件数は27件、その内、史跡では 4

件となった。

9)文化財分布調査

仙台市内にある文化財の基本台帳整備のため、岩切地区の追跡分布調査及び東光寺内の板碑

分布調査を実施 した。

10)文化財指定候補物件調査

次のとおり建造物 3件並びに仏像 2作の計 5件 について委託調査を実施 した。

11)無形民俗文化財記録保存

市内に伝承 されている民俗芸能等についての記録作成及び伝承者・団体の意識高揚に資する

ため開始。本年度は七郷神社白山丹波神楽のビデオ撮影を9月 15日 ①に実施 した。

12)指定文化財の維持管理

国指定史跡陸奥国分寺跡及び市指定史跡三沢初子の墓などの除草清掃、並びに国指定史跡陸

奥国分尼寺跡の除草・樹木剪定を委託により実施 した。また、山田上ノ台追跡についても除草

清掃を同じく委託により実施 した。

13)文化財の防災点検

恒例の文化財防火デー (1月 26日 )に伴 い、市消防局 による事前査察 (%・ %・ %)が計

13ケ所で、また防火デー当日には防災訓練が計 6ケ所でそれぞれ実施 された。

種  別 調 査 物 件 の 名 称 調 査 委 託 先

建 造物 成覚寺山門、泰心院山門、荘厳寺山門 東北大学工学部教授 佐藤巧氏

仏  像 木造釈迦如来立像、木造雲居国師坐像 (い ずれも大梅寺蔵 ) 東北大学文学部教授 上原昭一氏
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(2)補 助 事 業

[1]県費補助事業

1)指定文化財保存事業

大崎八幡神社 (国宝・重文)、 東照宮 (重文)、 陸奥国分寺薬師堂 (重文)の 3件 について、

防災設備の一部修理・保守点検などの維持管理事業に対し補助を行なった。

2)無形文化財保存事業

宮城県指定無形文化財の館山甲午氏 (平曲技術保持者 )、 甲田綾郎氏 (精好仙台平技術保持

者 )、 及び同無形民俗文化財の大崎八幡神社能神楽保存会の計 2個人 1団体の技術保持事業

に対し補助を行なった。

レ]国庫補助事業

1)史跡陸奥国分寺跡土地買上げ事業

目的 :史跡陸奥国分寺跡の保存保護を図るため、史跡指定地の公有化を図る。

土地公有化の実績 :土地の公有化は昭和43年度から着手し、昭和58年度末までに社寺有地を

中心に主要堂塔跡 18,967.32ド を買収 している。

今年度の事業 :今年度は南大門跡南側の民有地外 2作の民地789.61ド の公有化を実施 した。

2)史跡違見塚古墳環境整備事業

目的 :史跡遠見塚古墳の保存、保護を図ると共に、市民に活用してもらうことを目的として、

昭和50年度から環境整備事業を実施 している。

実績 :昭和50年度からこの事業に着手した。整備の資料をうるため発掘調査を行い、その成

果に基づいて、整備工事を行っている。昭和58年度から古墳墳丘部の整備に着手し、

昭和61年度までにすべての整備が終了する予定である。

今年度の事業 :昨年度に引き続 き、古墳墳丘部 。前方部の盛土整形工事を実施すると共に、

同注部の表示工事を行った。

今後の事業 :60年 度、便益施設の設置工事、61年度で説明板の設置工事・修景工事を実施

し、最終 となる予定である。

3)史跡岩切城跡保存管理計画策定事業

仙台市岩切から利府町神谷沢にまたがり、岩切城跡 という中世の山城遺構がある。この山城

追構は昭和57年 8月 23日 付で国の史跡に指定され、この岩切城跡を今後どう保存 し活用してい

くかの基本方針を定めるために、この事業を実施 した。保存管理計画を策定するにあたり、学

識経験者 8名 をもって委員会を組織 し、その中で基本方針をもんでいただいた。その後、「史跡

岩切城跡保存管理計画書」としてまとめ、これからの岩切城跡管理の基本指針 としていくもの

である。
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4)郡山遺跡ほか発掘調査事業

郡山遺跡範囲確認調査

今年度は第 1次 5ケ 年計画の最終年度にあたり、Ⅲ期官衛政庁の存在を確認することを目的

に第44次、第48次調査の 2ケ 所で調査を実施 した。第44次調査で発見された遺構は、掘立柱建

物跡 5棟、竪穴住居跡 6軒、竪穴遺構 1基、濤跡14条、土羨40基 、性格不明遺構 1基、小柱穴、

ピット約 130で ある。このうちⅡ期官衛 に属するのは掘立柱建物跡 1棟 (N-3° 一E)のみで、

他の掘立柱建物跡、竪穴住居跡などはN-31° ～36° 一 Eの範囲内でおさまり、 I期官衛 に属す

るものと考えられた。またこの調査区からは、追構検出時や造構の堆積土中より土師器、須恵

器 と共に桝形囲式期の弥生土器片が多数出土 した。第48次調査で発見された遺構は、掘立柱建

物跡 2棟、竪穴住居跡15軒、材木列 2列、溝跡 3条、土渡15基、井戸跡 1基、小柱穴、ピット

約 380な どである。この調査区はⅡ期官衛仮想中軸線が通る位置にあたるが、発見された遺構

の うち竪穴住居跡、材木列などはN-33°一 Eあ るいはN-40° 一 E前後振れたもので I期官衛

に属するものばかりであった。

このようにⅡ期官衛政庁の存在が予想 された地域であったが、発見された遺構は I期官衛の

遺構群が主であった。

この他に同遺跡内で個人住宅の建築、水道管の埋設工事などに伴い「仙台平野の追跡群」に

おいて、発掘調査を実施 した。調査は第43、 45、 46、 47、 49次の 5ケ所で、そのうち成果をお

さめたものについて記しておく。第43次調査では、Ⅱ期官衛外郭の大濤と材木Fl」 を検出した。

また隣接する第47次調査でも外郭の大濤を検出した。第46次調査は第12次調査で発見した基壇

建物跡の南側で、軒丸瓦、鴎尾をはじめ多くの瓦を出土し、古代に属すると考えられる濤跡 な

どを検出した。また第49次調査ではⅡ期官衛外郭ゴし辺の大濤と材木列を、推定線より約 5m南

の位置で確認 した。これによって外郭の四辺が確定 し、材木列間で南北長 422.73m、 東西長

428,44mである。

仙台平野の遺跡群

諜
雪沢水日追跡

(C-301)

山 日 遺 肋

(C-233)

仙 台 城 跡

(C-501)

嬰 国分尼枷

(C-420)

郡 山 連 跡    (C-104)

第43次発掘調査 第45次発掘調査 第46次発掘調査 第47次発掘調査 第49次発掘調査

所 在 地
仙台市
長町商3丁目3

富沢1丁 目
10-8 川内無番地 自萩口T314-2

郡山6丁目
212-2

郡山5丁 目
42-31 43-7

郡山5丁目
148-10

郡山2丁目
11-16

郡山2、 3丁 目
tL犬

申請者LFl
仙台市長口J

l丁 目3-24
中江2丁目

15-30 博物館外構工事

に先行する遺構

確認調査

土地公有イ8こ伴

う遺構確認調査

郡山2丁目
11-17

高松3丁 目
13-2 荒町1否

郡山2丁目
4-3

国分町3丁目
7-1

申請者氏名 4竹 来 吉 伊 藤 幸 夫 菊 地 彦三郎 遠藤敏夫 辰子 佐 藤 みよ子 赤井沢 正 敏
仙台市水道事業
管理者
仙台市長島野武

開発内容 銀行支店建設 共同住宅新築 住 宅 新 矢 住 宅 新 築 貨 家 建 築 住 宅 新 築 水道管埋設工事

対 象面積 2087∬ 1能 646∫ 150∫ 27071ギ %425耐 3∝ 07ギ 315∬

調 査面積 180下 150ギ 511ギ

調 査期間
lB和 59年

十月И日～6月 21日 月26日 ～7月 24日 '月

17日 ～7月 ■日
1月 19日 ～12月 24日

培4H6」 牛
月4日 ～2月 15日

13利 by牛

月23日 ～4月 28[ 月13日 ～6月 %日 7月 18日 ～8月 29日 周10日 ～9月 19日 月26日 ～8月 3
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仙台市内に分布する主要な遺跡の中で行われる小規模な開発 (個 人住宅の建築等)に対応す

るために実施 される発掘調査事業である。今年度は9件 について対応 した。詳細は次のとおり

である。

2.調査関係  (昭和59年度埋蔵文化財発掘調査事業概要 )

昭和59年度の発掘調査事業は、公共事業に係る緊急発掘調査として①伊古田 ②下ノ内 ③

下ノ内浦 ④富沢水田 ⑤六反田 ⑥松本の各追跡、民間開発に係る緊急発掘調査として⑦及

び③中田畑中 ③欠ノ上I ⑩及び③南小泉 ⑭伊古田Ⅱの各追跡、仙台市としての発掘調査

で①山田上ノ台遺初、国庫補助事業の調査としては⑩郡山遺跡 ①仙台平野の追跡群の各発掘

調査がある。以下それぞれの概H各 について触れる。

①伊古田遺跡では、縄文時代後期中葉の追物包合層から多量の土器片とともに日本でも最大

級の土偶 を含む10体分の破片が出土。平安時代の竪ズ住居跡や掘立柱建物跡 を検出

②下ノ内追跡では、縄文土器片 (中期)が若干出土したのみ。

③下ノ内浦遺跡では、縄文時代早期前葉の竪穴遺構と押型文土器を確認、後期前葉の配石遺

構が 9基検出されたが、墓である可能性が強い。また土器片や石器も多数出土。奈良～平安

時代の住居肋 8軒 も検出。

④富沢水田遺跡では、平安時代の水田跡を2枚、弥生時代の水田跡を2枚検出。弥生時代に

ついては大畦と小畦、単位面積12r前後を確認。

⑤六反田追跡では、縄文時代後期の竪穴住居跡9軒 と多量の土器や石器を伴う遺物包含層を

検出。古墳～平安時代の竪穴住居跡7軒検出。

⑥松本追跡では、平安時代の竪穴住居肋1軒、中世の濤跡2条と多数の中世陶器片を確認。

⑦、③中田畑中追跡では、平安時代の竪穴住居跡2軒、濤、土渡を検出。

⑨欠ノ上I追跡では、平安時代の水田を1面検出。

⑩、①南小泉追跡では、弥生時代の竪穴遺構 1基、古墳～平安時代の竪穴住居跡5軒 を検出。

⑫伊古田追跡では、小溝状遺構、時期不明の円形同濤 1基 を検出。

⑮山田上ノ台追跡では、接合資料3組、断面をま」ぎとり仙台市の博物館へ展示。

⑩郡山追跡、⑪仙台平野の追肋群については、前述の国庫補助事業の項目を参照。
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昭和59年度 発掘調査の概略

No 遵 跡 名 時  代 種  類 対象面積 調査面積 調査期間 担 当 職 員 報 告 書 偏  考

① 伊 古 田 高

速

鉄

道

関

係

古墳～平安 集 落 跡 1,100∬ 590ド %～ % 千葉・高精・佐藤 (美 ) 公 共 事 業

② 下 ノ 内 縄文～平安 600∬ 560ド %～ 斑 工藤・仁藤 (美 )・ 千葉

③ 下 ノ内 浦 奈良～平安 1,200ば 1,200ド %～ D/9 吉岡`主浜・千葉 `篠原 第82集

④
田

，激触
富

ぐ 弥生～平安 水 田 跡 1,800∬ 750ド 4/1～ 笏 篠原・斎野

⑤ 六  反  田 縄文～江戸 集 落 跡
S60

%～ / 佐藤 (洋 )・ 渡部

⑥ つ,生・関 場 古墳～平安 1,800∬ 1,800ド %～ % 及川・菅原・工藤

⑦ 中田畑 中-1 古墳、平安 120ド %～ % 佐藤 (甲 )・ 渡辺 第78集 民間開発地

⑥ 中国畑中-2 824∬ 〃 ～ % 田中 第83集

⑨ 欠 ノ 上 I 古墳～平安 水  田 1/1 181500∬ 3.000言 %～ 1/G 佐藤 (甲 )・ 小野寺 第79集

⑩ 南 小 泉 -1 平安 集 落 跡 100∬ 100ド %～ % 佐藤 (甲 ) 第80集

① 南 小 泉 -2 30∬ %～ / 渡辺 第81集

⑫ 山 田 条 里 奈良 水  田  伽 100∬ 30ド %～ % 金森 第83集

① 新 組 縄文～平安 遺 物散布地 100∬ 9/9～ % 金森

① 伊 古 田 Ⅱ 古墳 集  落 跡 344ド 273∬ %～ % 渡辺・金森

⑮ 添 東 縄文 包 合 地 59∬ %～ % 田中

⑮ 若  林  城 中 。近世 城 館 跡 600ド 338∬ %～ % 佐藤 (隆 )・ 田中

① 山 田 上 ノ 台 旧石器 縄文 集 落 跡 %～ % 及川 菅原 学術 調 査

⑩ 郡 山
古墳(末 期 )

～奈良 官 衡 跡 3,276∬ 3,034∬ %～ % 本村・長島・松本 第74集 国庫補助

⑩ 富 沢 水 田 仙

台

平

野

の

追

跡

群

弥生～平安 水田・集落跡 54∬ 笏 ～ % 田中

⑩ 山    口
縄文～弥生
奈良～中世

集落 水田跡 6/b～ % 田中

⑪ 仙 台 城 近 世 城 館 跡 180∬
6/i～ %
4/9～ 叛

金森 第75集

②
睦奥 国分
尼   寺

奈良 寺  院 跡
S60

%～ 2/s 渡辺・斎野
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理

号

整

番 追  跡  名 所   在   地 原   因 開 発 面 積 処    置 追 跡 の 性 格

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

C-401

C-301

C-109

C-108

C-508

C-224

C-215

C-102

C-301

C-287

C-181

C-101

C-301

C-102

C-208

C-102

C-135

C-102

C-104

C-301

C-501

C-301

C-444

C-102

C-104

C-504

C-301

C-225

C211

C-175

C-172

C-102

C-135

C-522

C-505

C-135

C-102

C-171

C-104

C-108

C-301
C-198

C-301

堤 町 窯 跡

堤 町 窯 跡

富 沢 水 田

人 来 田

上   野

東光寺城跡

鶴 巻 I

砂 押 Ⅱ

南 小 泉

南 小 泉

富 沢 水 田

欠 ノ上  I

本   郷

兼   沢

富 沢 水 田

南 小 泉

後 河 原

南 刀ヽ 泉

鴻 ノ 巣

南 イヽ 泉

南 ′よヽ 泉

南 オヽ 泉

郡   山

富 沢 水 田

富 沢 水 田

仙 台 城

富 沢 水 日

台原七丁目
5番 窯 跡

南 小 泉

郡   山

茂 ケ 崎 城

富 沢 水 田

鶴 巻 Ⅱ

中 田 畑 中

西   原

神 明 社 裏

南 小 泉

鴻 ノ 巣

者 宮 前

北 目 城 跡

鴻 ノ 巣

南 小 泉

南 小 泉

二 の 森

郡   山

上   野

富 沢 水 田
袋   東

富 沢 水 日

堤町一丁 目

堤町一丁 目

富沢一丁目121

茂庭字人来田■ -29

富田字上野29-1

岩切字入山22

福室字小原一番27-3

沖野字秒押61

遠見塚一丁目13-7

遠見塚二 丁目222-54

富沢一丁目10-3

郡山字谷地田西 1の 1外■筆

茂庭字町田54番地

岩切字山崎西 186-10

長町南四丁目10-10

遠見塚二 丁 目4-7番 艶先

中田町字前沖29-2 30-1

遠見塚一丁目■ -3

仙台市岩切字鴻巣

遠見塚一丁目 5-34

遠見塚一丁目13-29

仙台市古城三丁目 1-1

郡山三丁目27番地内

泉崎二丁目10-2

泉崎二丁 目10-2

川内追廻無番地追廻住宅294号

長町南四丁目16-2

台原五丁目18-23

遠見塚東19番地

郡山五丁目10番 1号

長町字茂ケ崎38-15

泉崎一丁目23

福室字弁 当一番12-1 他 8筆

袋原字小平 5番

蒲生二丁目 2番 6

桝江 7番地

古城三丁目207-8

岩切鴻 ノ巣168-3

岩切字入山72-2 72-3

那山字舘 ノ内55-1

岩切字鴻 ノ巣 169-12

古城三丁目207-9

南小泉字村東87-2

二の森22-37 他 2

郡山五丁目42-3 43-7

富田字上野中126

長町南三丁目35-7

鹿野三丁目220番 4

31

住宅新築

住宅新築

店舗付住宅新築

住 宅 新 築

住 宅 増 築

幼稚園増築

土地形盾変更

物 置 新 築

住 宅 増 築

住 宅 新 築

共同住宅の新築

宅 地 造 成

住 宅 増 築

住 宅 増 築

伽赤井沢 倉庫増築

水道管付けかえ

宅 地 造 成

住 宅 新 築

住 宅 新 築

建替による新築

住宅の増築

物置新築

粥墓藤整撃
庁舎致地

貸 家 新 築

貸 家 新 築

解 体 新 築

住 宅 新 築

住 宅 新 築

新   築

仮設教室建築

住 宅 増 築

住 宅 新 築

事務所付工事新築

分譲住宅敷地

道路新設及び
雨水汚水管理設工事

平屋住宅新築

住 宅 新 築

住 宅 新 築

専用住宅新築

本造事務所建設

住 宅 新 築

住 宅 新 築

事務所新築

権 壁 工 事

住 宅 新 築

住宅解体新築

増   築

事務所建築

6708∬

7164ゴ

7949ド

10363正

931∬

2700正

172516正

2609∬

9709ド

9300正

182646言

8,49466だ

7000ド

1390∬

3600だ

47750∫

1,39554ば

7402ド

31464ば

4893∬

3114∬

12290言

14000∬

400ド

5631ド

42071言

5373∫

98210正

1,25000∬

13964ギ

5637∬

13870正

9000正

82400正

1,86700汗

6542正

601111∬

1718正

479∬

1987正

1736∫

8541正

40309正

36917正

8114「

107239ド

44341n

4043∬

立 会 い

事   前

立 会 い

事   前

試   掘

立 会 い

試掘並事前

立 会 い

試掘並事前

立 会 い

事   前

立 会  い

窯Fll(平安時代 )

窯跡 (平 安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (縄文 (中 期 ))

集落跡 (縄文、奈良、平安 )

館跡 (中 世 )

集落跡 (平 安時代 )

遺物散布地 (古墳、奈良、平安時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

生産跡 (古墳、奈良、平安時代 )

集落跡 (平安時代 )

集落跡 (縄 文、弥生、古墳、奈良、平安 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

集落跡 (奈 良～平安時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

集落跡 (古墳～中世 )

集藩跡 (弥 生～平安時代 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

官衛跡 (古墳 (末期 )～奈良時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

城館跡 (南北朝～江戸時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

窯跡 (平 安時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

官街F71(古墳 (末 期)～ 奈良時代 )

館跡 (南北町～室町 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (平安時代 )

集落跡 (奈良～平安時代 )

追物散布地 (奈良、平安 )

集落跡 (奈 良、平安時代 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

集落跡 (古墳～中世 )

館跡 (縄 文、古墳、平安、中世、近世 )

館ltr(中世 )

集落跡 (古墳～中世 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

遺物散布地 (平 安時代 )

官衡跡 (古墳 (未期 )～奈良時代 )

集落跡 (縄 文、奈良、平安時代 )

隻霧撒i畿了辛委洋護布
以降)

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

昭和59年度発掘届 (通知)一覧 昭和60年 3月 15日 現在
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理
号

整
番 追  跡  名 地在所 原   因 開 発 面 積 処    置 澄 跡 の 性 格

49

511

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

C-301

C-235

C-104

C-104

C-102

C-104

C-502

C-289

C-301

C-512

C-225

C-501

C-135

C-301

C-102

C-401

C-507

C-135

C-225

C-102

C-211

C-224

C-102

C-104

C-301

C-104

C-301

C-4閉 B

C-421

C-234

C-108

C-104

C-108

C-301

C-135

C-294

C-104

C-144A
C-193

C-108

C-242

C-520

C-401

C-102

C-142

C-301

C-272

C-169

富 沢 水 田

地 蔵 浦

君Б   山

蔀   山

南 小 泉

那    山

岩 切 城

萩ケ丘 B

富 沢 水 田

笹 森 城

鶴 巻 Ⅱ

仙 台 城

鴻 ノ 巣

富 沢 水 田

南 小 泉

堤 町 窯 跡

今 泉 城

鴻 ノ 巣

鶴 巻 Ⅱ

南 小 泉

中 田 畑 中

鶴 巻 I

南 月ヽ 泉

郡    山

富 沢 水 田

部    山

富 沢 水 田

堤 町 窯 跡
B
仙 台 東 郊
条 里 跡

明 屋 敷

_[    里予

郡   山

上   野

富 沢 水 田

鴻 ノ 巣

山 田 条 里

郡    山
汚 日 通 A
山田上ノ台

上   野

上杉六丁目

富 沢 舘

堤 町 窯 跡

南 月ヽ 泉

南 小 泉

向 山 高 裏

富 沢 水 田

河 原 越

坊 主 F」

富沢二丁 目3-17

六丁目字行尾前11-1

郡山三丁 目「DO-5

郡山六丁 目13-16

遠見塚一丁 目、二丁目、古城三丁目

郡山三丁目14-3～ 18-21
郡山三丁 目12-7～ 12-9

岩切台屋敷地内

長嶺20-18

長町南三丁 目16-16

鶴ケ谷字館下21-2

福室字鶴巻 2番地 3 
璽霰琵禽

会

川内追廻住宅11号

岩切字鴻 ノ巣199-11

長町南四丁目12-9

遠見塚一丁 目16-1、 2

仙台市堤町二丁目 6

今泉字久保田85-17

岩切字 rJRノ 巣89-1

福室字鶴巻二番13-1 他 7

遠見塚一丁目42-32 41

袋原字畑中地内

福室字鶴巻 1番23-1 他 8

遠見塚二 丁目528-1

郡山一丁目18-14

鹿野三丁目211番 7号

郡山五丁 目148-10

泉崎一丁目8-■

堤町二丁 目114-268

南小泉字伊藤屋敷下25-19

六丁目字庚田南 7番

富田字上野中28-3

郡山六丁目二番地内

富田字上野中16-2

泉崎二丁 目25-2

岩切字三所北 125-27

山田字新田掘下中下南地

郡山三丁目27-10

山田字根岸前21-6

富田字上野中 と野西地内

上杉六丁 目10-13

富沢字舘76-4

堤田]二 丁目114-264

遠見塚二 丁目■5-11 ■5-28

南小泉字村東80-18

八木山緑町 1-1

長町南一丁目 9-11
上飯田字遠西39、 40、 41、 41-1
42-2、 42-3、 43-1、 43-2

荒巻字西雷神 3

増   築

ホテル新築

住 宅 新 築

住 宅 新 築

下水道管布設

上水道配水管布設

上下水道管布設

下水道管布設

住 宅 新 築

住   宅

防火水そ う設置

解 体 新 築

住 宅 新 築

ポ ンプおヽ屋

解 体 新 築

共 同 住 宅

住 宅 新 築

住 宅 新 築

農業用倉庫建築

住宅の増築及び車庫

側 溝 工 事

住 宅 新 築

店 舗 新 築

作業場建築

洋服店新築

住 宅 新 築

洋服店新築

住 宅 新 築

住 宅 新 築

事務所、倉庫建築

住 宅 新 築

市 道 長 町 人 本 線
舗 装 補 修 工 事

住宅建替新築

住 宅 建 築

住 宅 新 築

舗 装 工 事

洗車場 油脂分離槽
の改良工事

住 宅 新 築

舗 装 工 事

アパー ト新築

住宅新築建替

住 宅 新 築

住 宅 新 築

住 宅 新 築

仙台向山高等学校改築

ガス整圧器
バル ブビ ント新設

宅 地 造 成

個人住宅新築

3436∬

40000ば

8231√

16274言

1,30000∬

34400言

6384ド

30000言

63 84ni

3304∫

8836√

4212正

8888正

735√

10227ド

14755∬

9274正

7152ド

66 15ni

3882ギ

36000∬

13500∬

4968∬

16562下

14998∬

7948∬

164 85ni

5824ば

4035∬

1,74700∫

7065正

8184∬

8320正

22358ギ

1947∬

100000ド

10120ド

■076∫

60000ド

12305∬

10481∬

7949ド

98371n

9000∬

20,000ば

62 00ni

5400∬

8514ざ

立 会 い

試   掘

立 会 い

試   掘

立 会 い

試   掘

立 会 い

試   掘

立 会 い

試 ″ 掘

立 会 い

事   前

立 会 い

試   掘

立 会  い

試   掘

立 会 い

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (中世 )

官衛跡 (古墳 (未期)～奈良時代 )

官街跡 (古墳 (未期)～奈良時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

官街勘 (古墳 (未期)～奈良時代 )

館跡 (鎌倉～室町 )

進物散布地 (穐 文時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

館跡 (中 世 )

集落跡 (平 安時代 )

城館跡 (南北朝～江戸時代 )

集落跡 (古墳～中世 )

生産跡 (弥 生～平安、平妾以降 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

窯跡 (平 安時代 )

館跡 (中世 )

集落跡 (古墳～中世 )

集落跡 (平 安時代 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

集落跡 (奈良～平安時代 )

集落跡 (平 安時代 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

官衡跡 (古墳 (未期)～奈良時代 )

生産f7j(弥生～平安、平安以降 )

官衡跡 (古墳 (未期)～奈良時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

窯跡 (平 安時代 )

奈良、平安期の行政区画 (平 安時代 )

集落跡 (平安時代 )

集落跡 (縄文、奈良、平寮時代 )

官街跡 (古墳 (未期)～奈良時代 )

集落跡 (旅魁文、奈良、平安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (古墳～中世 )

条里遺構 (奈 良時代 )

宮街跡 (古墳 (末期)～奈良時代 )

縫惣詠宙楷を鰻帝
平安時代 )

集落跡 (縄 文、奈良、平安時代 )

遺物散布地 (平 安時代 )

館跡 (戦 国時代 )

窯跡 (平安時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

遺物散布地 (縄 支 (中期 ))

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

進物散布地 (古墳、奈良、平安時代 )

遺物散布地 (縄 文 (早 、前期 )奈良 )

- 10-



整 理
番 号

追  跡  名 地在所 原   因 開 発 面 積 処   置 遺 跡 の 性 格

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

C-401

C-237A

C-102

C-301

C-104

C-260

C-135

C-104

C-501

C-301

C-113

C-234

C-520

C-152

C-286

C-103

C-145

C-294

C-125

C-301

C-501

C-301

C-104

C-301

C-428B

C-101

C-505

C-421

C-301

C015

C-301

南 おヽ 泉

坊 主 Fヨ

富 沢 水 田

国 分 鞭 館

菖 蒲 沢

仙 台 城

仙 台 城

菖 蒲 沢

大年寺横穴

山   口

菖 蒲 沢

沼   向

長 喜 城 館

嶺   岸

堤 町 窯 跡

北   畑

南 オヽ 泉

富 沢 水 田

郡    山

人 来 田 B

鴻 ノ 巣

郡   山

仙 台 城

富 沢 水 田

安 久 束

明 屋 敷

富 沢 舘

鍛治屋敷 A

南 ノ 東

上   野

竹 ノ 内 前

山 田 条 里

新   組

富 沢 水 田

仙 台 城

富 沢 水 田

部   山

富 沢 水 田

堤町窯跡 B

兼   沢

耳ヒ ロ 城

東郊条里跡

富 沢 水 田

金洗沢古墳

富 沢 水 日

南小泉四′司目10-2

荒巻字坊主 F弓 9

泉崎一丁 目14-■

原町南目字町 170、 172

鶴 ケ谷菖蒲沢31-20

川内追廻無番地 追廻住宅 177号

川内追廻無番地 追廻住宅99号

鶴ケ谷字菖蒲沢31-1

向山四
~目

26-20

富沢一丁 目7-5

鶴 ケ谷字菖蒲沢31-2

中野字掃沼47-3、 6、 7

長喜城字御蔵掘 16

茂庭字嶺岸51-3、 53-2、 53-6

堤町一丁目25-2

鶴 ケ谷字大久保山31番 10

古城三丁目27-1

鹿野三丁目221-9

郡山三丁目11-63

人来田西41番地先

岩切字鴻 ノ巣163-2

郡山二丁ロユー16

川内無番地

富沢二丁目207-12

西中田四丁目2-1

六丁目字庚田北 2

富沢字川前浦47-4
鍛治屋敷前43-1
富沢字熊野前23-4
富田字京 ノ北16-1
富田字京 ノ北 1-2
富田字八幡中60-1
富田字上町中129-3
富田字上野西46-2
富田字竹 ノ内前16-1

山田字新田堀下中29-3外

茂庭字大沢41-3、 41-4

泉崎二丁目■ -17

川内追廻住宅 16号

富沢一丁 目5-8

郡山一丁 目12-28

郡山五丁 目25-7

長田丁南三丁目27-15

富沢一丁目5-4
長町南―丁 目 1-5
長町南―丁目 3

堤町二丁 目8-44

燕沢東三丁目528、 529

郡山四丁目6-10 外

南小泉字七曲35-4

長町三丁目28

西多賀一丁目320-2、 312-10

富沢一丁目 2-2

宅 地 造 成

住 宅 増 築

店 舗 新 築

住 宅 新 築

住 宅 新 築

住宅建替新築

住宅建替新築

住 宅 新 築

共 同 住 宅

住 宅 新 築

住 宅 新 築

工 場 新 築

農作業場及び
はなれの新築

住 宅 新 築

建築物新築

住 宅 新 築

店舗付住宅

住 宅 新 築

店舗付住宅

公共下水道工事

住 宅 新 築

テニスコー ト造成

住 宅 新 築

店 舗 新 築

事務所・倉庫新築

送電線鉄塔工事

住 宅 新 築

住 宅 増 築

住 宅 増 築

住 宅 新 築

都市計画道路建設

住 宅 増 築

住 宅 新 築

上水道配水管布設

アパー ト建設

住 宅 新 築

公園整備工事

2,68796だ

13 66nl

3100ば

12000言

600∬

6942∬

40150正

600言

9200∬

20247∬

600ド

44339ド

60 85nl

4637∬

7500∬

3000∬

19294で

7452正

88810ば

18300∬

10731∬

10075ざ

2,500だ

7287正

60 00nl

2,91343∬

10180∬

8192∬

8192ド

11840ド

40 96nl

19283下

3600∫

9887∬

4038ド

6498ド

1822正

2600∬

2600√

17309∬

6,00000下

2319∬

64800下

15000ば

750√

80457ギ

10800正

23000∬

事   前

立 会 い

試   掘

立 会 い

試   掘

立 会 い

試   掘

立 会 い

事   前

立 会 い

立 会 い

事   前

立 会 い

試   掘

立 会 い

前事

集落跡 (弥 生～平安時代 )

遺物散布地 (縄 文 (早 、前期 )奈良 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

館跡 (中世 )

遺物散布地 (縄 文、奈良、平安 )

城館跡 (南男ヒ朝～江戸時代 )

遺物散布地 (縄 文、奈良、平安 )

古墳 (古墳時代 )

集翻
暉 萎魂 キ

ヽ韻 ヽ隷 ヽ

遺物散布地 (縄 文、奈良、平安 )

遺物散布地 (奈良、平安 )

館跡 (中世 )

集落跡 (縄 文 (後期、中期 ))

窯跡 (平 安時代 )

塚群

集落勤 (弥 生～平安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

官衛跡 (古墳 (未 期)～奈良時代 )

集落lr(古墳、平安 )

集落跡 (古墳～中世 )

官衛跡 (古墳 (未期 )～奈良時代 )

城館跡 (南北朝～江戸時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

筆跡筆箋事1姜髯ど整0良、
集落跡 (平 安時代 )

館跡 (戦 国時代 )

集落跡 (縄 文、奈良、平安時代 )

集落跡 (弥 生、平安 )

集落跡 (縄文、奈良、平安 )

遺物散布地

条里遺構 (奈良時代 )

集落跡 (縄 文、古墳、平安時代 )

生産跡 (弥生～平安、平安以降 )

城館跡 (南北朝～江戸時代 )

生産跡 (弥生～平安、平安以降 )

官衡跡 (古墳 (未期 )～奈良時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

窯跡 (平安時代 )

集落跡 (縄文、弥生、古墳、奈良、平安 )

館跡 (中 世 )

奈良、平安期の行政区画(平安時代 )

生産跡 (弥生～平安、平安以降 )

古墳 (古墳時代 )

生産跡 (弥生～平安、平安以降 )

― m―



整理
番 号

遺  跡  名 地在所 原   因 開 発 面 積 処 理 逮 跡 の 性 格

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

131

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

C-507

C-301

C-234

C-194

C-501

C-429

C-168

C-1081

C-301

C-102

C-183

C-102

C-301

C-421

C-301

C-104

C-102

C-104

C-301

C-104

C-445

C-102

C-234

C-301

C-104

C-301

C-104

C-267

C-423B

C-301

C-102

C-444

C-301

C-446

富 沢 水 田

郡   山

今   泉

燕   沢

若 林 城

富 沢 水 田

明 屋 敷

青 葉 山 B

仙 台 城

穴 日 東

月ヒ 屋 敷

上   野

富 沢 水 田

南 おヽ 泉

牛 小 合

南 月ヽ 泉

富 沢 水 田

東 郊 条 里

富 沢 水 田

郡    山

南 月ヽ 泉

郡   山

富 沢 水 田

郡   山

長命荘窯跡

南 月ヽ 泉

明 屋 敷

富 沢 水 田

君L   山

富 沢 水 田

君b   山

元 袋 Ⅲ

堤町窯跡 B

富 沢 水 田

南 ノ」ヽ 泉

６０

∞
台原三丁目606-1、

606-3、

富田字上野中28-3

大野田千苅日 7の 1

鹿野三丁 目222-3

郡山一、二、三、四丁目地内

鹿野三丁 目5-6

郡山三丁 目112-9

郡山二丁目63

今泉字久保田97-1、 97-6

燕沢東三丁 目14-23 18-27地 先

古城二丁目 3番 1号

長町南三丁 目8-7

六丁 目字庚田南 2-3

荒巻字青葉

川内 1番地

堤町二丁目 1-34

大野田字北屋敷31-4 外

富田字上野東 9-8

富沢字泉崎

古城三丁 目34-1、 33-1、
35-1、 36-1

蒲生一丁目 3番先

遠見塚一丁目26-9 26-10

泉崎一丁目34の 2

南小泉字七曲82-1 外

泉崎二丁目 1番 2

郡山三丁目204-9

遠 見塚三丁目8-17

郡山六丁 目 4番 21号先 外

長町南三丁目9-3

郡山六丁 目 1-45番 地先

小松島三丁目15-2

古城三丁 目3-1、 3-5、 3-4

六丁 目字庚田南 2番 5号

富沢二丁目205-5

郡山一丁目■の 3

長町南四 丁目24-4

都市計画道路

住 宅 新 築

共同住宅新築

住 宅 新 築

公象電気通信施設

倉庫兼事渤司F新築工事

住 宅 新 築

住 宅 増 築

上水道配水管布設工事

講堂棟建設

住 宅 新 築

事務所及び倉庫新築

東北大学理学部化学
機器分析セ ンター

住 宅 増 築

解 体 新 築

共同住宅建設

住 宅 新 築

住 宅 増 築

店 舗 建 築

上下水道配水管布設

共同住宅建築

建 物 新 築

宅 地 造 成

店 舗 新 築

解 体 新 築

店 舗 改 築

上水道配水管布設

店 舗 新 築

都市ガス本管敷設

擁 壁 工 事

住 宅 新 築

事務所新築

住 宅 新 築

共同住宅新築

住 宅 増 築

共同住宅建設

住 宅 新 築

住 宅 新 築

共同住宅新築

住 宅 新 築

共Fal住宅新築

住 宅 新 築

共同住宅新築

2,850言

7618ド

34456∫

435∬

1247∬

85 正

■634言

7593∬

26250正

60∬

813下

16996ド

117202∬

316∬

101ド

130 00ni

194358下

5217∬

74∬

1,83450言

1002∫

9644だ

■851∬

4,54621ド

22600言

6055下

6617正

924ド

8001n

96 0 ni

61908下

74521「

10156∬

37100∬

5381∬

96 1lln

1792帯

1,678ド

12642∫

13787正

7769∬

161614∬

9012∫

3648∫

12959√

7149ド

1、 68000∬

事

立 会

試

立 会

事

立 会

試

立 会

試

立 会

前
　
い
　
掘

一則

　

い

　

一冊

掘

事   前

立 会 い

事   前

立 会 い

事   前

立 会 い

試   掘

立 会 い

立 会 い

試   掘

立 会 い

試 掘

窯跡 (平 安時代 )

集落跡 (縄 文、奈良、平安 )

集落跡 (古墳、奈良、平安時代 )

生産跡 (弥生～平安、平安以降 )

縁慇 魂 棚 翻 駅 維

生産跡 (弥 生～平妾、平安以降 )

官衛跡 (古墳 (未 期)～奈良時代

館跡 (中世 )

集落跡 (縄文、弥生、古墳、奈良、平安 )

館跡 (中世 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (平 安時代 )

旧石器

城館跡 (南耳ヒ朝～江戸時代 )

窯跡 (平 安時代 ?)

集落跡 (平 安、中世、江戸未期、
明治初期 )

集落跡 (縄文、奈良、平安 )

生産跡 (弥生～平安、平安以降 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

集落跡 (奈 良～平安時代 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

生産跡 (弥生～平安、平安以降 )

奈良、平安期の行政区画 (平安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

官衛跡 (古墳 (未期 )～奈良時代 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

官衡跡 (古墳 (未 期 )～奈良時代 )

生産跡 (弥生～平安、平安以降 )

官衛跡 (古墳 (未 期 )～奈良時代 )

窯跡 (平 安時代 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

集落跡 (平 安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

官街跡 (古墳 (未 期 )～奈良時代 )

生産跡 (弥生～平安、平安以降 )

官街跡 (古墳 (未期 )～奈良時代 )

集落跡 (奈 良～平安時代 )

窯跡 (平 安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

窯跡 (平 寮時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

窯跡 (平 安時代 )
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理
号

整
番 遺  跡  名 所   在   地 原   因 開 発 面 積 処    置 追 跡 の 性 格

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

C-223

C-504

C-272

C-102

C-401

C-135

C-501

C-198

C-193

C-202

C-301

C-108

C-102

C-224

C-301

C-135

C-301

C215

C-104

C-135

C-301

C-501

C― ■3

C-429

C…223

C-301

C-222

C-038

C-102

C-426

C-121

C-144B

C-104

C-102

C-501

C-018

C-108

C-228

C-501

C102

C-301

C-135

C-301

C-135

C-294

C-102

C-301

福 田 町

茂 ケ 崎 城

河 原 越

南 小 泉

堤 町 窯 跡

鴻 ノ 巣

仙 台 城

山田■ノ台

山田上ノ台

泉 崎 浦

富 沢 水 田

と   里子

南 小 泉

鶴 巻 I

富 沢 水 田

鴻 ノ 巣

富 沢 水 田

砂 押  Ⅱ

郡   山

鴻 ノ 巣

富 沢 水 田

仙 台 城

安 久 東

大 田 東

福 田 町

富 沢 水 田

関   場

王ノ壇古墳

南 イヽ 泉

貞 山 堀

川 添 東

汚 田 通 B

郡   山

南 小 泉

仙 台 城

伊  豆 野
権 見 古 墳

工   堅予

吉  ノ ロ

仙 台 城

南 小 泉

富 沢 水 田

鴻 ノ 巣

富 沢 水 田

鴻 ノ 巣

山田条里遊構

南 小 泉

富 沢 水 田

福 田町二丁 目1155-1 ■55-2

長町字茂ケ崎46番地の106

上飯田字遠西48-1 48-2

遠 見塚二丁目261番 26号

堤町二丁 目114-74

岩切字鴻 ノ巣75-3

川内 1番地の 1

山田 Lノ 台町 6番地
48馨薙22地 先

山田上ノ台町34-1 17-3

泉崎一丁 目14-10

長町南四丁目18-12

富田字 に野西41-16

逮 見壕こ丁目
%ち蕪 三亮

福室字絡 巻一番80-6

鹿里予三丁 目213番 13

岩切字鴻 ノ巣53-5

長町南四丁目27-3

沖野字砂押45-1

郡山こ丁目35-77

岩切字鴻 ノ巣169-5

ク    168-5

ク     170-4

泉崎一丁 目29-14

川内追廻無番地 |三廻住宅71

西中田四丁 目 2番 1号

堤町二丁目21-1

福田町二丁目1255、 1253番 地

鹿野 三丁目222-1

柳生字関場 3番地 4

大野田字王 ノ傾 7-1 8-1
8-3 9-1 10-1 ■ -1

遠 見塚一丁目27-15 27-2

荒浜字北官林■番地先

茂庭川添東10番 1

■ノ台町410 318-1

郡山六丁目102-4 外

古城 三丁 目33-1

川内追赳住宅286号

西中田町一丁目177 181-1

富田字 i野西42-18

三峰一丁目

川内

遠 見塚一丁目35-6

鹿野三丁日212-3

岩切字鴻 ノ巣134-7 110-1

長町南四丁目20-1

岩切字鴻 ノ業地内

山田字岩崎 7-3 他 5筆

遠見塚二丁目222-41

長町南一丁目25-13

宅 地 造 成

住 宅 新 築

銀 行 新 築

住 宅 新 築

共同住宅新築

住 宅 新 築

住宅解体増築

側 濤 工 事

住 宅 建 築

事務所新築

共同住宅新築

住 宅 新 築

共同住宅新築

個 人住宅新築

店舗付住宅建築

住 宅 建 替

住 宅 増 築

社 宅 建 築

住 宅 建 築

個 人住宅新築

店舗用地の造成工事

住 宅 建 替

住 宅 建 設

共同住宅新築

住 宅 増 築

店舗付住宅建築

共同住宅新築

橋 の 新 設

自家用給油所建設

独身寮の建設

防球 ネ ット設置

店 舗 新 築

解 体 新 築

倉 庫 建 築

住 宅 新 築

俳水管設置

排水設備設置

住 宅 新 築

管理棟兼住宅新築

自転車置場の建築

側 海 工 事

倉 庫 新 築

個 人lt宅 建築

専用住宅 2棟建築

25720証

10851ギ

282 正

7018ば

9072ば

98925正

268ド

6000ド

65nl

3354正

13602∬

39290ド

42ば

13872「

9000ば

8612∫

13277ド

15∬

15780∬

5631∫

■262ド

■262∬

2300ギ

6317ド

60∬

5528∬

13249言

13377ド

629言

100 ∫

100 ∬

3025下

45522∬

1400下

2348言

3900ド

4244ド

13359言

4200∬

105∫

272∫

29225∫

10185∫

6941∬

2725下

35000下

12000∬

21005∬

7286言

試   掘

立 会 い

試   掘

立 会 い

試   掘

立 会 い

試   掘

立 会 い

試   掘

立 会 い

試   掘

立 会 い

集落跡 (平 安時代 )

館跡 (中世 )

遺物散布地 (古墳、奈良、平安時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

窯跡 (平 安時代 )

集落跡 (古墳～中世 )

城館跡 (南北朝～江戸時代 )

集落跡 (平
妾争翌輝〒

器、縄文、

集落跡 (平
妾筈翌揖〒

器、縄文、

集落跡 (縄 文、古墳、平安、近世 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (縄 文、奈良、平安 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

集落跡 (平 安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (古墳～中世 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

遺物散布地

官衛跡 (古墳 (未 期 )～奈良時代 )

集落跡 (古墳～中世 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

城館跡 (商北朝～江戸時代 )

集落跡 (弥 生、古墳 (前 期 )奈 良、
平安、中世、近世 )

窯跡 (平 安時代 ?)

集落跡 (平 安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (古墳、奈良、平安時代 )

古墳 (古墳時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

水路跡 (江戸、明治 )

遺物包蔵地 (縄文時代 )

遺物散布地 (平 安時代 )

官街跡 (古墳 (未 期 )´
―奈良時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

城館跡 (南】ヒ朝～江戸時代 )

古墳 (古墳 (後 IIB)

集落跡 (縄 文、奈良、平安 )

集落跡 (縄 文、弥生、平安時代 )

城館跡 (南北朝～平安時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (古墳～中世 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (古墳～中世 )

条呈遺構 (奈 良時代 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )
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整理
番号

進 跡  名 地在所 原   因 開 発 面 積 処   置 追 跡 の 性 格

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

293

C-401

C-286

C-419

C-108

C-408

C-102

C-223

C-104

C-124

C-225

C2Z

C-501

C-233

C-104

C-301

C-101

C-223

C-104

C-301

C-139

C-223

C-501

C-301

C-102

C-501

C-301

C-202

C-105

C-102

C-234

C-301

C-113

C-135

C-039

C-301

C-104

C-102

C-501

C-108

C-184

C-223

C-294

C-037

C-102

C-421

福 田 町

郡   山

塩  ノ 瀬

鶴 巻 Ⅱ

鶴 巻 I

仙 台 城

山   口

郡   山

富 沢 水 田

兼   沢

福 田 町

郡   山

富 沢 水 田

壇   越

福 田 町

仙 台 城

富 沢 水 田

南 小 泉

仙 台 城

富 沢 水 田

泉 崎 浦

西 台 畑

南 小 泉

明 屋 敷

富 沢 水 田

安 久 東

鴻 ノ 巣

春 日社吉墳

富 沢 水 田

部   山

南 小 泉

仙 台 城

i    堅予

人 生 沢

福 田 町

山 田 条 里

安久諏訪古墳

南 小 泉

東 郊 条 里

堤町一丁目101-52

富田字南の中 6番地 4

本ノ下三丁目63-38

鈎取字新田町13-7 13-8

枡江 17

遠見塚一丁目 1-4

南小泉字伊藤屋敷49-24番 地先

南小泉ニ ノ坪30-1番 地

福田町二丁目1155-1、 2

郡山二丁目 9-15

坪沼字塩 ノ瀬 7番地内

福室字田中前一番 2-1 他 3筆

福田町三丁目 9

川内追廻無番地

富沢一丁口 I-10

郡山一丁目195-1

長町南三丁目22-2

燕沢東三丁目524-2

福田町二丁目■38-1

部山一丁目19-1

郡山五丁目12番14号先～ 8番 15号先

泉崎一丁 目10-9

中田町七丁目126-10

福田町二丁目1135、 ■36、 ■37

川内追廻住宅第462号

長町南一丁目219-4

古城 三丁目208-7

川内追廻住宅561号

泉崎二丁目8-3

泉崎一丁目5-11

郡山二丁目 1番～郡山六丁目 7番

速見塚二丁目328-3 他 4筆

六丁目字北屋敷前 5番 1

富沢字砂押前17-3

鹿野三丁目214番 4

西中田五丁目 2-15

岩切字 lleノ 巣33-18

大野田字宮 5-3

鹿野三丁目26～ 長町南四丁目 2

郡山三丁目51-20

古城 三丁目33番 1号

川内追廻住宅48号

富田字上野東18番 2 他 1筆

岩切字人生沢25-3

福田町二丁目■06 他 1筆

山田字岩崎 7-3 他 5筆

西中田四丁 目7-1、 2

南小泉字村東81-1

南小泉字伊藤屋敷下25-17

住 宅 新 築

物 置 新 築

解 体 新 築

住宅解体新築

共同住宅新築

店 舗 新 築

上水道配水管布設

集合住宅建築

都市ガス管理設工事

送水管布設工事

店 舗 新 築

店舗付共同住宅

住宅解体新築

住 宅 増 築

店舗付住宅新築

住 宅 増 築

店 舗 増 築

住 宅 新 築

住宅解体新築

市道補修工事

住 宅 新 築

店舗付住宅新築

共同住宅新築

解 体 新 築

住 宅 新 築

解 体 新 築

病 院 新 築

専 用 住 宅

舗装補修工事

解 体 新 築

倉 庫 新 築

共同住宅新築

住 宅 新 築

住 宅 増 築

住 宅 新 築

住 宅 新 築

電話ケーブル収容
とう道工事

住 宅 新 築

店 舗 新 築

解 体 新 築

住 宅 新 築

宅 地 造 成

住 宅 新 築

園芸用温室増築

宅 地 造 成

事務所新築

住 宅 新 築

16260√

6376下

10000正

11377∫

1,05613「

7679∫

6476下

17190∬

1,08128ド

575∫

6855√

65000∬

20735下

29976∫

256ド

15000ド

1076ド

2042正

6718∬

38942∬

860下

12298∬

144317ド

3021「
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掘
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前
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立 会 い

事   前

立 会 い

事   前

窯跡 (平安時代 )

集落跡 (弥 生、平安 )

寺院跡 (平 安時代 )

集落跡 (縄 文、奈良、平安 )

窯跡 (奈 良～平安時代 )

集落跡 (弥生～平安時代 )

集落跡 (平 安時代 )

宮衛跡 (古墳 (未期 )～奈良時代 )

集落跡 (縄 文、古墳、平安時代 )

集落P7t(平安時代 )

集落跡 (平安時代 )

城館跡 (南北朝～江戸時代 )

集落、生産跡 (縄文～中世 )

官衛跡 (古墳 (未期 )～奈良時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (縄文、弥生、古墳、奈良、平安 )

集落跡 (平 安時代 )

官衡跡 (古墳 (未 期 )～奈良時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

逮物散布地 (奈良、平安時代 )

集落lIB(平安時代 )

城館跡 (南北朝～江戸時代 )

生産跡 (弥生～平安、平安以降 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

城館跡 (南 Jと朝～江戸時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡 (縄文、古墳、平安、近世 )

集落跡 (縄 文、弥生、古墳 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

集落跡 (平 安時代 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

集落跡(牽禁i車軽甲曜瑠「
奈良、

集落跡 (古墳～中世 )

古墳 (6世 紀 )

生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

官街跡 (古墳 (未期 )～

集落跡 (弥 生～平安時代 )

城館跡 (南ゴヒ朝～江戸時代 )

集落跡 (縄文、奈良、平安 )

集落跡 (平 安時代 )

集落跡 (平 安時代 )

条里遺構 (奈 良時代 )

古墳 (古墳 (後 期 )～奈良時代 )

集落跡 (弥 生～平安時代 )

奈良、平安期の行政区画 (平 安時代 )
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Ⅱ.調 査 報 告

調 査 要 項

遺 跡 名 中 田 畑 中 遺 跡 川 添 東 遺 跡 若 林 城 跡 伊 古 田 遺 跡

所 在 地 仙台市袋原字小平 5 仙台市茂庭川添東10-1 仙台市古城二丁目3-1 仙台市大野田字千刈田71

調査期間 昭和59年 5月 4～ 16日 8月 21～ 27日 ,10月 5～ 6日 10月 16～ 17日 10月 25日 ～11月 10日

調査面積 26ド 59雨 43雨 273nギ

調査主体 仙 市 教 育 委 員

調査担当 仙 台 市 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 文 化 財 調 査 係

担当職員 田 中 貝」 和 田  中 佐藤 (隆),田 中 金森安孝・渡辺誠

川添東遺跡

鴛
くY

霞 目 飛 ι

ぷ ＼

き
｀
疑

遺 跡 位 置 図
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中 田 畑 中 遺 跡 ― 第 3次調査一

1.調査に至 る経過

仙台市袋原字畑中に所在するこの遺跡 (仙台市文化財登録番号C-211)は、昭和57年 7月 1

日～ 9月 3日 の第 1次発掘調査によって、古墳時代前期、同後期の竪穴住居跡各 1軒と平安時

代の掘立柱建物跡 4棟が検出されている。

昭和59年 4月 からの第 2次発掘調査中に、これと隣接する畑中字小平 5番地で宅地の造成

工事が進んでいたが、これは同遺跡ときわめて近接 していることから、造成計画中の道路敷の

任意地点に3× 3mの調査区を設定し、試掘調査を実施することとなった。その結果、土師器

や須恵器を合む包合層が検出されるに及び、畑中遺跡はより東方へ広がりをもつことが判明し

た。そこで、土地所有者の佐藤亀治氏と協議を重ねその協力のもとで、道路が付設される部分

の発掘調査 を実施することとなつたものである。

調査の方法は、道路付設部分を中心に3× 8mの調査区を設定した。なお、道路敷設にかか

わる埋設物は盛土内におさまること、造成工事を中断 しての発掘調査であること等を考慮 して

調査深度をⅣ層上面の遺構確認をもってとどめることとした。

また、中田畑中遺跡の「立地と環境」については、『中田畑中遺跡第 2次発掘調査報告書』

「仙台市文化財調査報告書第78集」―昭60-をか照されたい。

2.発掘調査の概要

(1)基 本 層 位

I層 は基本的にはa～ f層 に細分されるが、現在の耕作土で、層厚は40cm前 後である。 Ⅱ層

は黒褐色シルト層で、平安時代以降のものである。一部天地返 しによる凹形の攪乱も観察でき

る。遺存状況の良好な所で層厚は20cm前後である。Ⅲ層は a・ bに細分され、Ⅲa層 は、にぶい

黄褐色シル ト層で平安時代以降と考えられ、層厚は20～ 30cm。 この層の上面から、濤 3条、ピ

ット2個が確認されている。Ⅲb層 は灰色味を帯びた、にぶい黄褐色粘土質シルトでありこの上

面で、平安時代の竪穴住居跡、竪穴状遺構がそれぞれ確認されている。層厚は約25cmである。

Ⅳ層は黒褐色粘土質シルトで、層厚は10cm前後である。この層の上面からは維横に走る、濤状

遺構が確認されている。

(2)発見された遺構と遺物

Ⅲ a層上面検出の遺構と遣物 違構は濤跡 4条 とピット10個 が検出されている。 1号溝跡は

N-120° 一 Eの方向をもち、 4号濤跡を切っている。上幅は約100cm、 下幅約80cm、 深さ約40

cmで、その断面形は逆台形を呈するものである。出土遺物としては、濤跡底面から土錘 1点 と

濤跡堆積土中から土師器、須恵器の小破片が少量出土している。 2号溝跡は上幅20～ 45Cm、 下

- 16-
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幅18～ 42cm、 深 さ2～ 3 cmと 小規模である。出土遺物としては、 1号濤跡同様に土師器や須恵

器の小破片が若千出上している。 1・ 2号濤跡いずれの土師器 (ITh片 )も 製作にロクロが使用

されている。下層検出の 1号住居跡の年代である9世紀末葉から10世紀以降のものと考えられ

る。 3号濤跡は東西方向に走るもので、深さ73cm以 上の規模をもつ。堆積層の下部はグライ化

されている。堆積± 1～ 4層 からは、縄文～弥生時代のものと考えられる凹石 1点 と江戸時代

末葉以降の相 ,焉産を主体とする施矛由陶器片が出土している。 4号溝跡はN-4° 一Eの方向をも

ち、前述の 1号濤跡に切 られている。その規模は上幅約50cm、 下幅約35cm、 深 さ5～ 8 cmと な

っていて、その断面形状は冊 1犬 を呈している。なる地主の昭和初年に掘さくしたとの証言が参

考になる。

次に発見されたピット群について記述することにする。確認されたピットは形状、規模が多

様であり、なかでも直径20cm前後のものが多い。これらピット群のピット1か らは土師器の甕、

第 2図 遺跡位置図

―- 17-
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古墳・奈良・平安 古墳・奈良・平安

門野山囲遺跡 縄真(後・Htl期 )・ 弥生・平安 古墳・奈良・平安

縄文 (後期)弥生 (中期 )

弥生 (中期 )。 古墳

富沢水田追跡 弥生・平安 。平安以降 長町六丁目追跡

弥生・古墳・奈良・平 古墳・奈良・平安

弥生・古墳 (前期 )・ 奈良

平安 。中世 。近世 I 昭和北遺跡

弥生・古墳・奈良・平安

弥生。古墳。奈良・平安

天神社古墳

下余田違跡 古墳 (中期 )・ 奈良・平安

安久諏訪古墳 古墳 (後期 ) 中北田追跡

古墳 (末期)～奈良 (初

八幡社古碑群 鎌倉 (後期 )

郡山三丁目古碑群

長町駅裏古碑群 鎌倉 (後期 )

諏訪社古碑群 鎌倉 (後期 )

欠ノ上 I遺跡 北目古碑群 鎌倉 (後期 )

欠ノ上iⅡ 遺跡 穴田東古碑群 鎌倉 (後期)

欠ノ上Ⅲ遺跡 古墳・奈良・平安

古墳・奈良 。平安

戸ノ内 I遺跡 古墳・奈良・平安

戸ノ内Ⅱ違跡 古墳・奈良・平安 今泉城跡出土板碑

落合観音堂古碑群

古墳・奈良・平安 前田舘跡 (柿沼舘)

第 I表 周辺の遺跡地名表
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郭の破片、この中には郭の底部片、回転糸切 り無調整のものが含まれている。また赤焼土器の

不片が出土 している。ピツト2か らは「席状圧痕」と呼ばれる特徴的な圧痕をもつ土師器の底

部片が出土している (第 8図 )。
このような圧痕をもつ土師器は、名取市清水追跡、仙台市の沼

原 A、 本追跡の第 2次調査、高清水町手取遺跡や泉市宮下遺跡白石市青木遺跡等々からも発見

されていて 9世紀前葉から10世紀中葉の年代幅がある。ピット2の年代については後述する1

号住居跡の年代である9世糸己末葉から10世紀前以降と考えられる。

皿 b層上面の遺構と遺物 発見された遺構は竪穴住居跡 1軒 と住居跡の可能性のある竪穴遺

構 2基である。その概略は次の通 りである。竪穴住居跡は次のような状況である。

確 認 面 :Ⅲ b層上面

重複 関係 :1号濤 (Ⅲ a層上面で確認)に南側を破壊 されている。

平 面 形 :隅丸方形 ?

規   模 :南北 3m前後。

方   向 :N-5° 一E(西壁ラインを基準)。

壁   面 :残存する壁面の最大高は23cmで直になっている。

床   面 :ほ ぼ平坦である。 2時期が認められる。第 1次床面の東南辺はかたくしまって

いる。上下の床面の比高は約 8 cm。

ピ ッ ト:下位 (古)の第 1次床面でピット3個、上位面 (新)の第 2次床面でピット3

個が検出された。そのうちピット2に は焼土、炭化物が多量に混入 しているの

が特徴で、他のピットの堆積土は 2層 に近似する。

周   溝 :第 2次床面で確認。北辺では一部周濤が途切れている。上幅30cm前後、下幅10

cm前後である。

カ マ ト:調査区内では末検出。

そ の 他 :第 2次床面で検出された第 1土竣は残存径が約100cm、 底径84cm、 深さ12cmの規

模をもつ。断面形は皿状を呈す。堆積土は 3層 に類似する。

堆 積 土 :第 2次床面には1-2層 が堆積 し、壁 ぎわの周溝には 3層 が、第 1次床面には

4層 が堆積 している。

掘 り 方 :な し。第 1次床面には住居の「掘 り方」面の可能性がないわけでもないが、床

面がかたくしまっていること、土器、鉄滓などが面的に分布することから床面

とした。

遺   物 :堆積土各層より土師器郎、甕、須恵器の然、甕、壷そして赤焼土器郎がいづれ

も破片で出土。第 2次床面より土師器 FTk、 甕、須恵器イ、赤焼土器イそして棒

状鉄製品が、第 1次床面より上師器郎、甕がいづれも破片で出土 している。第

-20-



1次床面からは鉄滓が2点出土 している。棒状鉄製品は長さ4.75cm、 両端には

一辺 1～ 2 mm前後のものがついている。しかし、銹化が激しく原形の詳細は不

明である。

次に竪穴状遺構は、調査範囲はせまいために遺構の一部が検出されただけで、その規模、全

体形状については不明な点が多い。直立 ぎみの壁 (1号竪穴状遺構の現存最大高は約 14cm、 2

号のそれは約 5 cm)と 平坦な底面をもつ点で住居跡の可能性がある。両遺構からは土師器細片

が数点出土している。

その他の遺物 竪穴住居跡の第 1次床面から2点、同第 1号土壌から1点の鉄滓と同住居跡

の確認面からは炉壁片と考えられるものが出土 している。鉄1宰は長軸で 1～ 6 cmの もので、色

調はにぶい赤褐色 (5YR%～%)で粗い凝結面をもつものと、黒色 ぎみで光沢があり、省命吠

の平滑面をもち、さらに小さな気孔を密にもつものの 2種類がある。若千遺構 との関係からみ

てみると、竪穴住居跡を覆 う堆積土の中には多量の焼土や炭化物は認められてはいるものの、

住居跡床面には焼面をもつ落ち込みは確認されなかった。

3.ま  と め

本遺跡の今回の調査 において発見 された遺構 は、濤跡、ピット群、竪穴住居跡 そして

遺構などである。調査面積が3× 8mと いうせまい範囲の中での調査ということもあって、遺

構の全容を明らかにはできなかった。

1号竪穴住居跡の年代と出土赤焼土器の問題点

年代決定資料はきわめて少数である。第 1次床面および堆積± 4層 の土師器小片は製作にロ

クロを使用していることから表杉ノ入式でありほば平安時代という幅でしかおさえられない。

第 2次床面の第 1土壊及び堆積± 3層 からは赤焼土器イ 1点が出土している。回転切離 し後無

調整のもので口縁部がわずかに外反し内弯する体部をもつ。内面の体部と底部の境は比較的明

瞭で底部内面は中央に向かい傾斜 し器厚は薄くなる。法量は復元値で口径14.8cm、 底径5.6cm、

器高5,Ocmを 計る。口径対底径比は口径を1と して0,38である。なお赤焼土器小皿 (片)は この

住居跡から出土 していない。このような特徴をもつ赤焼土器郎の年代をまず検討する。年代の

下限を示すものは仙台市安久東遺跡 2号住居跡出土のもので堆積土出上の灰釉陶器から10世紀

後半を上限と考えられているす
)年

代の上限を示すものに仙台市南小泉遺跡 (青葉女子学園予定

地)1号住居跡出上のものがある。共伴する須恵器ィに注目する。仙台市安養寺中囲窯で共伴

する宝相幸文軒九瓦、細弁蓮華文軒丸瓦、歯車文軒丸瓦、均整唐草文軒平瓦の組合せは瓦が貞

観11(869)年 の陸奥国大地震による被害の修復に使われた可能性力浦 いことから9世紀後半の年代が

与えられる。前述の南小泉遺跡の須恵器部の組合せは回転糸切り無調整が多く、削り調整のものが

少ないという点で安養寺中囲窯例と共通するが回径対底径比は 1:0.34～46(計 11点)で前者の
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1:0.43～58(計 8点)よ り明らかに底径比が減少している。このことから南小泉遺跡出土の

赤焼土器年は 9世紀末葉から10世紀前半の年代が与えられる。さて更に、本追跡住居跡出土の

赤焼土器について器形、器高に注目してみると南小泉追跡例に近い。又整理途中であるが中田

畑中遺跡第 2次調査 1号住居跡ピット2出土のものにも近い。この住居跡では堆積土に10世紀

前葉に降下 したと考えられる灰白色火山灰が堆積 していることも合め、本住居跡出土の赤焼土

器邪および住居跡の年代は 9世糸己後半から10世糸己代であり10世糸己前葉までにおさまる可能性が

“

)

高い。なお赤焼土器郷は色麻町色麻古墳群竪穴住居跡出土例以北を除いて (1)器高4.7～ 5 cmで

口縁部から体部にかけて弧状に内弯し口縁部の外反が弱いものを含tP― (2)器高 3～ 4.5cmで体

部内弯し口縁郡 力萌卜反するものが多い。更に(1)で は出土量が少なく共伴する須恵器郵をしのぐ

ことはなく(2)で は須恵器郭の量は若干で赤焼土器年の量が増大する傾向があるのではないかと

いう問題提起を今後の検討課題としておきたい。 (早坂春―・田中則和 )

註(1)佐 木々和博 F鹿島竹之内遺跡』1984 宮城県教育委員会

(2)渡部弘美『南小泉遺跡―青葉女子学園移転新営工事地内調査報告』1983 仙台市教育委員会

儡)結城慎一他『陸奥国官窯跡群』1973、 なお結城氏より共伴関係の確認を得た。

進藤秋輝他『多賀城跡政庁跡本文編』 1982宮城県教育委員会 多賀城跡調査研究所

14)古川一明『宮城県営圃場整備等関連遺跡詳細分布調査報告書』1984 宮城県教育委員会

第Ⅲa層 上面
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引       卜1450m
A彰

32 B

450m

t

彎

西 側 断 面|

大別 土 色 土   性 備 考

1層 暗  掲 色 (10 YR% ル   ト

2層 黒 褐 色(10 YRえ 枯土質シル ト

3層 暗  掲 色 (10 YR% 粘土質 シル ト 鶴色 (10Y R%)粘土質シルトを斑点状に合む。

―
＝
川
Ч
卜
■
―
　

マ

大別 土 色 上   性 備 考

1層 暗  褐 色 (10 YR% ,レ  ト 炭化物 を少量含む。

2層 褐 灰 色(75YR/) ル ト質沐占土 酸化鉄をプロック状、炭化物を帯状に少量含む

3婚 黄 灰 色(25Y %) 粘 土 酸化鉄をブロック状、炭化移を微量に合ひ。

4層 オリーブ黒色(75Y %) 粘 土

大  別 細別層 上 色 土  性 備

I 層

にないAIS色 (10Y R/)

協    声 (10V R%_Ⅲ

著 灰 歯 缶 (25V%】 青味を帯びている

シ ル ト 511m～ l clnの不整長方形の炭化物を相当量含む。

1  罵 黒幅 務  打 ン ル ト 箱形の部分は、部分的に耕作が及ばヂ残されたところ

8  層
にぶい黄褐色 10Y R4/s) ン ル ト

b 〔ぶい黄褐色 10Y R%) 粘土質シルト 灰色味を帯びる。酸化鉄策を少量合む。
Ⅳ  層 黒  褐 色 10V R%、 ) 粘土質ンルト

V  層 黄 褐 色 10Y R%) IIb土質シルト

著  褐  色 10Y R%) ル  ト

B  層 ぶい黄掘色 10Y R%) ル  ト

C  層 本い黄栂魚 10V R χ 、)

D  層 c層 に第よ層のプロックを合 tF。

E  層 b層 に炭化物を少量含 tr。

Ib層 に炭化物を多量に合む。

G  層 黒 褐 色 10Y R%9 ル  ト にぶい黄褐色 (10Y R%)粘 土質シルトのブロック含む

1号 溝
黒  褐 色 10Y R%) ル  Ⅲ

の 黒  褐  色 10Y R%〕 ル  ト にぶい養福,(10V R%)粘 I質 シル トが遇合するハ

3号 滴 灰 黄 掘 缶 10V R4/】

1号堅穴
①

の

2号 殖離六 ∩

第 5図  Ⅲ a層、Va層上面の遺構

V層上面確認 (未掘)

土 色 土 性

■ぶい黄褐色 シル ト質粘土

b にない黄橙色粘土質 ンル ト

にない黄鵜色粘土質 シル ト

lFl色 粘土質 シル ト

暗褐色粘土質 ンル ト

f 暗褐色粘土質 シル ト

暗褐色粘土質 シル ト

(bよ りやや暗い)
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/貼 り床の範囲

餞

-4.50m 4 50m

0        1       2m

第2次床画 土器出土状況                 第1次床面

第 6図 Ⅲ b層上面の遺構 (1号住居跡など)

大  別 土 色 土   性 傭 考

[層 賭 鶴  色 (10Y R%) シ  ,レ   ト 炭化物少量含む。

2 層 皓 褐  色 (10Y R%) ン  ,レ   ト 炭化物少量含む。

3 層 にぶい黄褐色 10Y R)ζ ) ル  ト 周薄

4 層 にぶい黄掲色(10Y R%ひ 粘土質 シル ト
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言

ト

脆
｀

   4

) 「 IゞIt

_静|:

0                  10cln

で7

種  類 器 形 出 土 状 況 遺  存 口 径 底 径 器 高 色  調
ロタロから
の切り雄し 外 面 調整 内 面調 整 備 君

土 師 器 ネ
雉積±4層

口縁一体部 18 7cm (50)em
10Y R%
FA福

“

ロクロナデ ヘラミガキ 円回黒色処理。僚位ヘラミガキ後、
縦方向ヘラミガキ。

赤焼土吾 希 層続 1+購 口縁～底部 14 揃 5 6cm 5 0 cm
10Y R%

回転糸切 り ロクロナデ ロクロナデ

3 須 恵 器 〓望
ユ号住居跡
P03床直

体部
灰色

ロクロナデ
ケ ズ リ

デ
デけ

サ
ロ
粗

須 恵 吾 甕か壷
ユ号に居獅
雛

口縁
25V% ロクロナデ ロクロナデ

上 師 器 郷
1号住居跡
雁縮+2層 底部 5 2cm (15)m

25Y%
淡黄色

回転糸切 り ロクロナデ ヘラミガキ 内面黒色処理で放射状ヘラミガキ

土 師 器 邦
1●lE盾瑯
堆積上

日縁～底部% 14 4cm 56飼 4 6 cm
灰黄福|

回転糸切り ロクロナデ ヘラミガキ 内面黒色処理。

7 土 師 番 甕
1号に居跡

口縁
砒
靖

阿

甑
ロクロナデ ロクロナデ

第 7図  1号住居跡の遺物
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｀

学

｀
~フ

3

「こ|,|||

＼__」=ェ主ん

翠

亀
鐵
訂

ハ
Ｕ

◎

十 [邑
'十

キ           
ヰ

9

種  類 器 形 出 土 状 況 遺 存 口 径 底 径 器 高 色  調 の切り離し
外 面調整 内 面調 整 備 考

赤焼土器 郎 Ⅲb層 上面 口縁一体部 17 4cm (46)cm
10V R%
浅黄格れ

ロクロナデ ロクロナデ

2 土 師 器 El b層 上面 底 部 5 4cm (15,cm
25Y%

回転糸切り ヘラミガキ 内面黒色処理。

3 土 師 器 イ Ⅲb層 上面 底部 5 2cm (15)ed 後暫 回転糸切り ロクロナデ ヘラミガキ 困回黒色処理。慣位ヘラミガキ後。
放射状ヘラミガキ_

土 師 器 甕か壺 Ⅲ btt■面 底部 8 7em (33)cm
75YRク

回転糸切り
ロクロナデ
置 いナデ

ロクロナデ

5 土  錘 重 Ⅱb層 上面
25Y%

長さ3 05cm。 最大径約1 7cm。

6 土  錘 1号溝底面
10Y R%
淡黄袴色 長さ4 6cm。 最大径 (約 165)伽。

土 師 器 甕か壺
Шa層 上面
ピット2

底部 11 2cm (31)cm
75YR

席 状圧 痕 組いナデ ? 粗いナデ ? 輸積み。内外面摩減している

3 陶  器 壷
3号議 IШ a

口縁 8 7cm (74)cm

陶  器 皿
3号濤堆積土

口縁～底部 12 7cd 4 7cm 2 65cm 相岳焼。

10 陶   善 徳 利 12層
口縁一体部 2 9cm (106)em 相岳焼。

第 8図 Ⅲb層上面、1号溝、3号溝 、ピッ ト2の遺物
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li趨 |

出 上 位 置 種 類 長さ(cd) 厚 さ(cm) 石 材 使 用 涙 表 面 裏 面 上 瑞 下 端 右   側   面 左側面

3号濤

堆積± 1層 凹 石

4 1

溶 岩

磨    面 D擦痕(長軸方向)黒褐色lQY R/に変色

幅 (cm) 重 さ(9)
敲打痕 (平 )

敲打痕 (凹 ) 0(皿舛刃 o(皿J決 )

71 235 0
凹    み

第 9図 石
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層 位 種 類 長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重 さ(9) 石 材 備 考

Ⅲb層上面 石   核 チャー ト 両極剖離 ?



赤焼土器不器高表
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多
賀
城
跡
ＳＫ
蜘

五
輸
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遺
跡
４
号
住
居
跡
（貯
蔵
穴
）

色
麻
古
墳
群
３．
号
住
居
跡
堆
積
土

安
久
東
追
跡
２
号
住
居
跡
（貯
蔵
穴
床
面
）

同
堆
積
土

清
水
遺
跡
９
号
薄
内
第
１
■
瑛

商
小
泉
追
跡

（青
棄
女
子
学
園
）

１
号
住
居
跡

中
田
畑
中
進
跡

（
２
次
調
査
）

１
号
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居
跡
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２
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城
跡
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開
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撃
期
的
朗
匪
Ｂ ＳＫ
麹

堆
積
■
４
層

鹿
島
遠
跡
４
号
土
蹟
底
面

植
日
前
遺
跡
第
２
溝
状
遺
構

多
賀
城
跡
ＳＫ
阻

柳
之
御
所
跡

多
賀
城
跡
４３
次
第
２
層

多
賀
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次
第
３
層

赤焼土器
'不

口径底径比法量表
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居
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）

同
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清
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遺
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９
号
溝
内
第
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南
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遺
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（
青
葉
女
子
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）
１
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中
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２
次
調
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）
１
号
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多
賀
戒
跡

ＳＫ
躙
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追
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壌
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面
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溝
状
遺
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多
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跡
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‐３７３

柳
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多
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ｉ
ＳＫ
阻

多
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城
跡
ＳＫ
闘

多
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跡
ＳＤ

２‐Ｂ

多
賀
城
跡
３Ｋ
Ｍ

柳
之
仰
所
跡

多
賀
城
跡
４３
次
第
２
層

多
貨
城
跡
４３
次
第
３
層

赤 焼 土 器 (古 代 ) 素焼土器 (中 世 )

赤焼土器
'不

口径表

・
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・
一
・
・」”・

¨
‥

多
賀
城
訴
ＳＫ

柳
之
卸
所
跡

多
賀
城
跡
４３
次
第
２
層

多
賀
城
跡
４３
次
第
３
層

植
日
前
遺
跡
第
２
溝
状
遺
構

多
賀
城
跡
ＳＫ
躙

好攀期闘朗四ＢＳＫ測堆積■４層

鹿
島
追
跡
４
号
住
居
底
面
　
上
狭

多
賀
城
ＳＫ
闘

五
輪
Ｃ
遺
跡
４
号
住
居
跡
（貯
蔵
穴
）

鈍獅紺麟孵２３‐器隣闘脚（潜茂畝）

同
堆
積
土

清
水
遺
跡
９
号
溝
内
第
１
土
残

160

150 o

140 ・

0

赤焼土器小皿口径底径比表
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二
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軍
ｒ
Ｆ
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〔中
“
・
・

多
賀
城
跡
ＳＫ
阻
土
療

柳
之
御
所
跡

多
賀
城
跡
４３
次
調
査
第
２
層

多
賀
城
跡
４３
次
調
査
第
３
層

植
日
前
遺
跡
第
２
溝
状
遺
構
堆
積
±
１
層

鹿
島
遺
跡
４
号
土
渡

多
賀
城
跡
ＳＫ
開

多
賀
城
跡
…
…
ＳＫ
隅

多
賀
城
跡
２２
Ｂ
溝
堆
積
±
４

表 2 赤焼土器等法量比
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1号住居跡・Ⅲ層上面破片集計表

種

別

器

形

部

位

器 面 調 整 床 面 ユ号土壌 堆   4 堆   3 堆   2 堆   ] 雉 Ⅲ層上面 計

内 次 2  次

土
　
　
　
師
　
　
　
器

罫

黒色 ) 2 2 5 3 17

体 ミガキ 黒色 ) 7 8 9

底 回転糸切 (非 ) ミガキ (黒色 ) 2 3

復 ロクロ

回転糸切 (非 )

ミガキ

ミガキ

黒色 )

黒色 )

①

①

当 ③

土

師

器

甕

1 l

体

部

ロクロ 3 3 2 l

ロクロ ナ  デ 1 1

ケズリ 3 2 3 4

ケズリ ナ  デ ① 1 1 ①

刷毛 目 ナ  デ 1

底 回転糸切 ()に )
1

須

　

恵

　

器

雰

ロ ロクロ 1 l 2

体 2 1 2

甕 体

平行叩 き 当て目 2

ケズリ ナ  デ 1

赤
焼
土
器

不

復

　

一死

ロクロ ②l一 当 ③

赤
焼
土
器

不 体

1

鉄

津
2 5

(炉壁片1)

種 別 生産兇 器 形 点 数

3 号  濤

堆 1層 堆 2層 4層

陶

器

相

碗 1 1

仏花瓶 1 1

徳  利 1 ①一 ЧЭ

不  明 1 I

堤 1ま うろく 1 1

不

　
　

明

ぐいのみ

鉢 1 I

不  明 1 1

磁
　
器

肥 前 続 l 1

不 明 瓶 1

計 9 2

第 3表 破片集計表
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中田畑 中遺跡 (3次)1号 住 居 跡 ピ ッ ト2堆積 土サ ンプル調 査 結 果

東北大学農学部 星 川 清 親

1985年 2月 16日 に受領したビニール袋入り約 l k9の土の中から、約3009の サンプルを無作為に

とり出し、これを水中に溶解しながら、混入している植物遺体を調べた。

1.そ の結果 8粒の玄米炭化物が見出された。いずれも表部の損傷がいちじるしく(写真)、 焼

けた様子がうかがわれた。なお、 8粒中の 1粒 (写真下段最右)は玄米ではない可能性が強

く、また他の食用穀物とも認められない。雑草種子であるかもしれない。

2.こ れら玄米は無秩序 に混入しており、住居の床面に落ちた食糧とした米が、床の上や穴に

ゴミとしてたまったものであると思われる。焼けている理由は、焼米として食用にしたもの

か、住居の火災により焼けたものかは判別できない。
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川添東遺跡

調査要頂

仙台市登録番号 C-121

期 日 試掘調査 昭和59年 8月 21日 ～27日

本 調 査 日召和59年 10月 5～ 6日

所在地  仙台市茂庭川添東10-1

対象面積 240∬

調査面積  59だ

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 社会教育課文化財調査係 田中則和、渡辺誠、及川格

調査参加 斎藤信次、阿部祐二、庄子信広

調査協力 西本景淳、赤石砕石株式会社、東京タツノ株式会社

1,遺跡の立地 と歴史的環境 (第 1図 )

川添東遺跡は茂庭の市街地から国道 286号線西約 500mに 位置 している。地形的には名取川

北岸にあり、名取川低位段丘の上段、仙台市科学館発行の地形区分図による仙台上町段丘 (標

高77m前後)上 に立地 している。遺跡の範囲は、微地形の観察から、南側は名取川急崖 に面し、

西を小沢谷、東を亀ケ森を中心とする丘陵麓に画された、東西約 200m、 南北約 100mの 広が

りの中に包蔵 されている。

遺跡 を中心とする周辺の歴史的環境は、名取川南岸の河岸段丘 には砂田追跡 (縄文早期 )、 内

城 I・ Ⅲ (縄文 )、 舟窪追fIBl(縄 文 )、 大苗遺跡 (縄文・弥生 )、 相ノ原遺跡 (縄文後期 )、 青木

沢A・ B遺跡 (縄文)そ して大貝中・下違跡 (縄文中・晩)や塩ノ瀬遺跡 (縄文 )、 また、北岸

には中谷地南、舟木南、小塚西の各遺跡 (縄文)や茂庭の河谷盆地縁辺にも、新組遺跡、門野

山囲 (縄文後・晩・弥生 )、 峯岸遺跡 (縄文後期)な ど多くの遺跡が分布していて、ここ名取,IIの

中流 に展開する河岸段丘には縄文時代各期 (早 。前 。中・後・晩)の追跡群が営 まれた、市内

でも稀有の縄文遺跡散布地帯 となっている。当川添東遺跡 もこの追跡群の中にあって、縄文早

。前・中 。後・晩の各期が複合する遺跡 として古 くから知 られていたところである。

2.発掘調査の成果

この調査 は緊急調査 であったため、 I～ Ⅵ層上面までは平面的な調査を実施 したが、Ⅶ層

以下�層までは断面観察に留めざるを得なかったことを付記しておく。
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遺跡の基本層位

I層 からⅢa層 は、近年の重機械による、西方向からの再堆積層から成っていて、この層の中

には縄文時代早 。前・後・晩の各期の遺物 が含 まれていた。Ⅲa層 は暗褐色のシルト質で、摩

減 しながらも加工痕が観察で きる礫石器らしいもの 1点が出土 している。Ⅳ層は黄褐色の砂質

シル トである。これより以下は、砂礫、砂質シル ト、シル ト質砂層となっていて、Ⅵ～Ⅸ層は

とくに水の作用による堆積層ではないかと考えられる。

遺構 と遺物

遺構としては、明確 にはⅢb層 上面で検出された濤跡 1条だけである。この溝跡 はN-88°一W

でほ 磁ゞ北に直交する方向で確認 されている。濤跡の形状は、上端の幅が最大値で約 110 cm下

端幅平均で約 25cm、 深 さ約50cmで 、その断面形状は明瞭な逆台形 を呈 している。溝跡 の堆積土

の中から、縄文時代早期末葉の上器片 1点 と前期以降の土器片 1点 が出土 した。濤防の年代に

ついては不明である。この他、Ⅳ層上面で凹状の落ち込みを確認 したが (こ れを黄褐色の砂か

ら成るレンズ状の堆積層=Ⅳ b層 )こ の面に接するⅣa層 とIVc層 は砂質層から成っていること

から、激 しい水の流れによってで きた、自然の濤状の凹みであろうと考えられるものである。

出土遺物としては、縄文土器の破片10数点と石器7点である。縄文土器はすべて破片であり、

その器形や形状については不明のものばかりである。しかし、その施文の特徴から、①内外面

ともに条痕が施されているもの、②羽状縄文の施文があるもの、③磨消縄文が施されているも

の、④横位LR縄文十綾絡文のもの等に大別はできる。以下、出土遺物にいて若千の記述を加

えておく。

①は内外面に条痕のあるもの。これは、いわゆる「条痕文土器」と呼称される縄文早期末葉

土器で、総数11片 が出土 している。すべて細片であるが、胎土にはすべて繊維を含んでいて、
(1)

繊維土器といわれるもので、一般的には素山 2式 といわれる特徴をもつ ものである。

②は、摩耗した珂胡佑で結束状況は若干不明ではあるが、胎土に繊維を含む羽状縄文が施文され

ているものである。こうした土器形式は、縄文早期でも最も末葉に当るか、もしくは前期前半に

位置づけられているが、内面に「磨き」が施される特徴をもつことから、諸説はあるが、前期前

半に位置づけられている上川名Ⅱ式、大本I～ Ⅱ式のいずれかに属すると考えられるものである。

③は、磨消技法が完全ではない特徴をもつもので、縄文後期前半に属するものである。

④は、小破片で詳細 については不明な点は多いが、綾絡文が横位から斜位の施文と考えられ

るもので、しかも薄手の繊維 を含まない胎上である特徴をもつ。 したがって、晩期もしくは大

木 7a式期の可能性をもつものと考えられる。

石器に景」片及び素J片 を素材とする石器であるスクレイパー、二次加工ある景」片がある。礫 を
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素材とする石器 (第 13図13)は新 しい破損面 をもち、最も広い平坦面に敲打痕 ?に よる皿 1犬凹

みの集合により凹部が形成 される、いわゆる凹石である。

この他図示 しなかったⅢb層 出土の礫 を素材とする石器は剣離面が 5面観察 されるが、全体

的に磨減が認められる。

以上が調査の概要である。これらの緊急調査から、この川添東遺跡は、縄文時代の全期にわた

って営まれた、縄文時代の複合追跡であることが確認 された。

(田 中則和・早坂春一)

5も 6ib6冨
″
Ctti

|一 剰
=

。年代は仙台市文化財分布図 (1983)、

地形区分は地形分4H図 (仙 台市科学館 1985年 コ〕行 予定 )に よる。

追跡 名 段 丘 名 年 代

8 大 貝 中 中   町 縄文 (晩期)・ 古墳・平安

9 相 ノ 原 低位段丘下段 ) 縄文 (後期)

大   首 縄文・弥生

内 城 Ⅱ 縄文・奈良・平安

卜 塚 西 縄文 (中 期 )

舟 木 南 縄 文

中谷地南 縄文・古墳・平安

砂   田 縄文 (早 )・ 奈良・平安

第 1図  周辺の遺跡

言主(1)伊東信雄『宮城県遠田郡不動堂村素山貝塚調査報告』1940

(2)加藤 孝「宮城県上川名貝塚の研究―東北地方縄文式文化の編年学的研究(1涸

『宮城学院女子大学研究論集 I』 1951

(3)興野義―「大木式上器理解のために(1涸 『考古学ジャーナルNo.13』 1968

「大木式上器理解のために(2涸 『考古学ジャーナル酌.16』 1968

違 跡 名 投 丘  名 年

] 川添 東 上町+中町 縄文 (早・前。中・後・晩期 )

2 大 貝 下 台 の 原 縄文 (中 期 )

3 青 木 沢 上   町 縄 文

4 青木沢B (低位段丘下段 ) 縄文 (晩期 )

5 舟  窪 率電文

6 内 城 I 一又 平 安

7 塩 ノ 瀬 中  田丁 縄文・古墳・平安
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国道 256号線

0 5 10m

-
調 査 区 位 置

対象区

調査区

Ⅲ b層上面

B

42.9rn

Ⅳ c

堤潔根D
42.9m
Ⅳ c

Ⅵ

0     1m

-

43.lm

Ⅳb

第 2図  遺
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構

ⅣЫ雪が堆積する落ちこみ

層 位 土 色 土 性 備 考

二 黒 色 10 YR% ン 'レ  ト 近年の再堆積層

Ⅱ にぶい黄掲色 10 YR% シ ,レ  ト 近年の再堆積層

Wa 明 黄 褐 色 10 YR% シ ,レ  ト Ⅲも層の再堆積層か

Ⅲ b 暗  褐  色 10 YR3%5 シ ,レ  ト

TV a 黄  褐  色 10 YR% シ ル ト

Ⅳ b 黄  掲  色 2_5Y% 砂 蝉
Ⅳ c 黄  掲  色 10 YR% シ ,レ  ト

V 明 黄 褐 色 10 YR% 粘土質シルト

Ⅵ 隊臀展を多査E春霰

'桜

聾色γす1膨煽ことチよう
2～ 5cnl(ま れに20cm)

をまばらに合む。

Ⅶ 灰  褐  色 25Y% 砂

Ⅷ 明 黄 褐 色 10 YR5% ンル ト砂質

Ⅸ 明 黄 褐 色 10 YR5% シルト質砂

にぶい責褐色 10 YR% 砂

� にぶい黄褐色 10YR% 砂

1号滞 暗  褐  色 10YR3%5 ン 'レ  ト



日
日
口

勘
…

４

第 3図 出土遺物
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0            5m

h鰺爺 途學  m

層   位 部 位 外 面施 文・ 調整 外面施文・調整 土 備 考

1 1号濤堆 I層 体 部 条  痕 条   痕 繊維を含む。石英粒 ( mm前後 ) 断面黒褐色10YR9/
2 Ⅱ層上面 条   痕 条  痕 繊維を合む。石英粒 (

-3 mm)

3 Ⅱ  層 体 音Ⅲ 条  痕 条  痕 繊維 を合む。石英粒 ( mm前後 ) 一部、

4 揚   土 体 部 LR縄文→抵状沈線 砂粒 (赤 褐色2 5YR% mm前後含)多

5 揚  土 体吉

`

条 痕 (横位 ) 条痕 (横位 斜位 ) 繊維を合む。白色粒 ( mm前後)若干 LT面、黒据色10YR 3%

揚   土 LR縄文十綾絡文 (横位 ) 砂粒を多く合む

7 揚  土 体 部 羽状縄支 (LR+RL) 繊維を合む。石英粒 (0 5mm前 後 ) Vl面、黒掘色25Y3/

種 類 出土位置 石  本オ 重量 最大長 最大幅 厚 さ 折 面 傭 考

8 二次加工ある制片 層下部 珪質頁岩 209 27mm 2幼m 5 mm ○ 腹面 に光沢ある黒色の付着物

9 ス ク レ イ パ ー 層下部 珪質頁岩 ○

二次加工 ある剰片 層下郎 珪質頁岩 35 9 ○ 折面に二次加工 して いる。

片 層下部 畦質頁岩 20 微 iB紫」離 あ り。

二次加工 あるよ」片 層下河
`

畦質東岩 20 14 ○



発掘調査 トレンチ (北 から) 発掘調査 トレンチ (西 から)

断面 (西 から)

西側断面 (東 から)1号溝確認状況 1号溝掘上状況

南側断面 (北 から)

鶴 4

辞

７

織
騨

命
！

写   真
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若 林 城 跡

所在地 仙台市古城二丁目3の 1 宮城刑務所内

期 日 試掘調査 昭和59年 7月 26・ 27日

本調査  昭和59年 11月 16・ 17日

面 積 本調査  43∬   試掘調査353ポ (次年度本調査区を除 く

調査員 藤沼邦彦、今野隆 (以上県教育委員会 試掘調査のみ)

田中則和 (仙台市教育委員会)

協 力 宮城刑務所 安住芳朗

1.調査に至る経過

若林城跡として知られる宮城刑務所敷地内において講堂建設が企画され昭和59年 10月 22日 付

で発掘届が提出された。県教育委員会、宮城刑務所三者協議の結果、同年 7月 26・ 27日 県教育

委員会と合同で試掘調査を実施 した。その結果、大部分刑務所に関連する旧建物基礎、配管等

による攪乱であったが一部に柱穴群等を確認したので11月 16・ 17日 講堂建設予定地にかかる柱

穴群の調査を実施 した。なおこれとは別に工場建設が企画されたため (昭和60年 4月 16日 付発

掘届)同年 5月 8日 試掘調査 (県市合同)が実施 されており平安時代 ?の竪穴住居跡と思われ

る黒褐色土のりんかくを2軒分確認 している。これに伴 う本調査は昭和60年度実施の予定。

2.基 本 層 位

I層 は刑務所旧建物基礎による攪乱で基礎掘 り方の可能性がある。Ⅱ層は横方向のラミナに

より構成されており時代不明であるが整地層の可能性もある。Ⅲ層は柱穴群の検出面である。

しかし後述するように柱穴の浅さから柱穴の掘 りこみ面はⅢ層上面に上る可能性がある。なお

る。なおェ層の攪乱層は調査区の大部分でⅢ層中にまで及んでおり、遺構の検出はⅢ層中である。

3.遺構 と遺物

Ⅱ層中で掘立柱建設跡の可能性あるもの 1棟、掘立柱建物跡を構成している可能性がある掘

り方と柱穴痕の区別されるピットがP5、 P6及び小ピットであるP7～ 9等がある。

I号掘立柱建物跡は調査区内で完結していない。検出されたのは建物の西南部とも思われる

が総柱の建物跡かどうかは不明である。南辺柱列の方向はN-104生 Eである。柱穴はPl～ P4

であるが PHよ前述のように36.8 cmと 深いが柱穴痕が検出されていない。又 P4は攪乱のため

残存部分がわずかであり柱穴は確認されていない。規模は 1間以上×2間以上である。西辺の

柱間距離は1.65m、 南辺は東から1.95m、 1.65mで ある。Plの埋め土 ?、 P2～ 4の掘り方埋め

土はにぶい黄橙10YR%粘土質シル トである。遺物はピットNo5の掘 り方より棒状鉄製品が 1
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点出土 しているのみである。長さ3.8cm。 断面は4.5× 2mmの 長方形を呈 している。釘の可能性

があるが銹が 2～ 3 mmの厚さでとりまいているため十分な観察がで きない。

(1)西辺と南辺のもつ角度が96° と広く、Plの柱穴が確認されない点疑間が残るが司綻 物跡とした。

4.考 察

1号掘立柱建物跡及び柱穴掘り方と柱痕跡の区別のつくピット群の年代を考えるために宮城

県内における古代 (平安時代に限定)、 中世、近世の掘立柱建物跡を概観する。

(平安時代〉

年代のほぼ確実な11棟 を対象とした写(1)柱穴掘 り方の平面形にはい方形を基調とするもの :

11例 と0不整円形のもの :1例でありいが圧倒的に多い。(2)柱穴掘り方の規模は一辺の長さが
(lac)Qa)(3X4X5)         (lb)(2b)

45～50cmを 境に二つに分けられる。い 50～ 130 cmの もの :9例 と(B130～ 45 cmの もの :2例があ

る。(3)柱痕跡の平面形については11例全てが円形であった。(4)柱 間寸法については、各寸法の

詳細が公表されず平均値で示 されているものが相当数あるため、建物単位ごとに概数で分類せ
(2b)  (4)

ざるをえない。桁行が半J明するものい170～200cm:2例 、0190～ 210cm i l例、⑥190～230cmi
(4)               (la)                 (6)                 (5)                (3b)

1例、(D1200～ 210cm:1例、0225cm等 間 :1例、0230～ 250cm i l例 、⑤250～ 270cm:1例、①
(3a)           (2a)

250～ 300cm i l例 、(lⅢ 290cm等 間 :1例 と多様であるが(中世)に 比 し200 cm以上の組合せが多い。

(中  世〉

年代のほば確実な16棟を対象とした。(1)柱穴掘り方の平面形にはい方形と円形を基調とする

も :6例、0惰円形を基調とするもの :5例 、⑥円形を基調とするもの :1例 がある。但 し⑥

の例は報文に「柱痕跡を意識 していない調査」とあり比較の対象としては二次的な資料である。

なるこの中で時代が特定できる範囲はAが13～ 16世紀、Bは 15～ 16世紀であり山城である。(2)

(7X8)(1lc)

柱穴掘 り方の規模は一辺又は径力M5～ 50cmを 境に二つに分けられる。い20～45cm:0例、 (B150

～80cm:4例でありい例は13～ 15世紀、(B)例 は15～ 16世紀の年代幅が考えられる。(3)柱痕TIBlの

(lX2)(1la～ e)           (1lb)
平面形はい円形 :7例 、 (B)円形 と方形 :2例で(B)例 に与えられた年代幅は13～ 15世糸己である。

⑥柱間寸法についてはい120～ 150cm:2簡 t ⑧ 140～ 170cm:2伊尺 ⑥180～ 220cm i 6イ灯t(b190
(7a)               (8)

～260cm:1例 、(E)280～ 290 cm:1例 とC)の 180～220cmが 多い。

(近  世)(安 土桃山時代-16世紀後葉を含む )

ほぼ年代の確実な 7棟を対象とした。(1)柱穴掘 り方はい長惰円形 (桁方向に沿 う)の もの :

4例、o不整楕円形が多く長楕円形のもの (桁方向に沿 うわけではない):3イアJで ある。 A例は

江戸時代で(B)例 には16世紀末から17世紀初期のものを含む。(2)柱 穴掘 り方の規模は径30～ 60cm
(10a)(10               (9a)                 (9b)

-3例 、 (B)70× 130cm:1例 、⑥ 100× 150cm:1例 でありい には16世紀末から17世紀初期のも
(131

のが合まれ(B)lc)は 江戸時代のものである。(3)柱痕跡は全て円形である。14)柱間寸法はい180～
(10                 (9c)               (loa)                (9a)         (9b)

190cm-2例 、(B)190～ 200cm i l例 、⑥200～ 215 cm:1例、(0180～ 240cm:1例 、(E)220～ 240cm
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:1例であり多様である。この内①例は16世紀末～17世紀初期、(Bl⑧(E)は 江戸時代後期の年代

が与えられている。

さて今回調査 した 1号掘立柱建物跡について(1)柱穴掘 り方はいの方形 と円形 を基調とするも

のに相当する。(2)の 柱穴掘 り方の規模は一辺24～ 37cm、 もしくは径30cmで あり、規模の点だけ

では方形を基調とする平安時代にないわけではないが掘 り方に方形 と円形があるという点で検

出個数の少なさという限界は否めないものの中世において多数をしめる掘り方規模であるい一

辺又は径力罷0～ 45cmの グループに相当する。(3)の 円柱痕そのものは特に年代を限定する要素で

はない。(4)の柱間寸法については1.95+1.75 cm及び1.65cmと いう値は平安時代、中世、及び近

世にも近いデータがある。あえて言えば180～ 220cm間 の多用という事がいえるのかも知れない。
住31

又16世紀末から17世紀初期と年代が限定される南小泉遺跡例でも180～ 190cmと いう寸法値であ

ることは注意すべきである。以上年代決定要素としては(1)の柱穴掘 り方の形態がかなり有効で

あり、これを中世から近世初期とすれば 2)、 (3)、 (4)の項目については矛盾がない。

次ぎに柱穴掘り方と柱穴痕が区別されるピット群の中でピット5は、明瞭な角柱痕をもって

いる。残存状況が良く柱の角がほぼ直角に近かったと推定される。ピット5掘 り方埋め土から

は棒状鉄製品が出土しているが現段階では年代決定資料とはなりえない。角柱痕は、前述の整

理からすれば13～ 16世紀である。又、掘立掘建物跡が存在するのは、東北地方では新庄藩の文

化二年 (1763)年 の百姓家作令で18世紀中葉に礎石立への転換期が知られ、名主クラスでは江

刺市向山旧後藤家調査例では角柱を用い、出土笹塔婆から元禄八 (1695)年 前後に転換期が認め
(19

られる。未だ調査例は少ないが江戸時代を通じて年代的、階層の上層から下層へと掘立から礎

石立へ と転換 していったと思われる。角柱の例は引用した14～ 16世紀 とされる律,所館跡 (山城 )

の 5-4号 棟及び、年代決定遺物に乏 しく分析対象としなかったが今泉城跡堀跡 との中軸線並

行関係から16～ 17世糸己初期と推定される18号建物跡に多用されている。又同 じく堀との並行関

係から13～ 15世紀 と推定される17号建物fIBも 柱穴形状から角柱が使われていた可能性がある。

次 ぎに柱痕形態のみならず建物跡 を考える場合にその住人の階層を考えることは重要な課題の

一つである。現在確認 される角柱痕例は、山城である御所館跡 と平城である今泉城跡である。

これらは引用した各遺跡例 と間に、規模等において明瞭な差を見い出 し難いものであり今後の

検討課題である。なお御所館跡例においては、立地が館の平場の谷をはさんだ南端 に位置 し、

掲載 されているのは検出された36棟の内 1棟の一部ということでその性格については疑問な点

が多い。以上、角柱をもつ建物は、14～ 17世紀を中心とする年代が考えられる。 したがって 1

号建物肋 とピット5は、大きくは同 じ年代幅にはいって くるわけであるがこのことは 1号建物

跡 とピット5の掘 り方埋め上が共通 して、にぶい黄橙 10YR%粘土質シル トであることと矛盾

しない。
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若林城等との関連

さて、宮城刑務所敷地は若林城跡として知られている。若林城は、伊達政宗晩年の居城であ

る。1627(寛永四)年、「屋敷構え」の許可を幕府から得て、翌年には完成している。1636(寛

永十三)年、政宗が没し構築物を残し、城及び城下に形成された町屋敷は廃止された。「屋形」

は1636年 、建設中の仙台城二の丸に移された。また、若林城築城以前、当地はすでに「古城」

と呼ばれていた。F仙台古城書上』にみえる「小泉邑」の二つの古城 (いずれも国分氏居城か)

のうちどちらかの可能性がある。うち一つは天文年中 (1532～ 1555年 )以降の居城で末孫は国
(10

分能登守盛氏居城 と記 してある。これらの文献からすれば、政宗築城以前にこの地に城郭があ

ったと仮定 して、文献からは、中世及び近世初期 (17世紀前半)の年代が考えられる。

ま と め

1号掘立柱建物跡及び掘立柱建物跡を構成する可能性のある柱穴掘 り方と柱痕跡の区別のあ

るピット群は以上の考察から中世から近世初期の幅におさまる可能性が強い。このことは文献

上の若林城 (1627～ 1636)及 び国分氏の居城が同地に存在した場合の年代である中世から近世

初期の年代幅と重なる。 したがって今後、これらに相当する可能性を含めて検証 していく必要

がある。                                (田 中則和 )

註

(1)阿都博志・千葉宗久「台ノ山遺跡」『東北新幹線関係追跡調査報告書Ⅱ』1980 宮城県教育委員会
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)号掘立柱建物跡

(2)加藤道推・佐藤好―「藤屋敷違跡」『東北自動車道遺跡調査報告書Ⅱ』1980 宮城県教育委員会―

第 1停】2号 (け掘立柱建物跡

(3)青沼一民・長島栄一「中田畑中遺跡」1983 仙台市教育委員会一SB lいた2(b13や )掘建柱建物跡

(4)渡吉[弘美『南小泉遺跡』1983 仙台市教育委員会-2号掘立柱建物跡

(5)渡都弘美『兼沢遺跡』 1984 仙台市教育委員会-1号掘立柱建物跡

(6)佐々木和博『鹿島遺跡・竹之内遺跡』1985 宮城県教育委員会―掘立柱建物跡 1棟

(7)加藤道雄・阿部博志「観音沢遺跡J『東北新幹線関係追跡調査報告書Ⅳ』1980 宮城県教育委員会

―第 lQ 2(bⅢ 3Q 4はと5停Ⅲ6(f上 7僧
)号建物跡

(8)黒川利司「持長寺遺跡」『東北自動車道遺跡調査報告書Ⅳ』1980 宮城県教育委員会-4号建物跡

(9)小井川和夫「八沢要害遺跡」F東北新幹線関係遺跡調査報告書Ⅳ」1980 宮城県教育委員会一B―
2(a14(b】 5(C)娠滸束

19 手塚 均「鶴ノ丸違跡」『東北自動車道追跡調査報告書V』 1981 宮城県教育委員会-1・ 3号掘

立柱建物跡

10 斉藤吉弘「八谷館」―Blq 5(°・6佳L7吐 12停
)号

棟、「駒場小屋館」-5(f〔 6号に)棟「御所館」
仙)

-9-4号 棟『東北自動車道追跡調査報告書』1983 宮城県教育委員会

住動 佐藤洋他『今泉城跡』1983 仙台市教育委員会-17・ 18号建物跡

10 菊地逸夫『南小泉追跡」1983 宮城県教育委員会―第 1・ 2号建物跡-16世紀末～17世紀初期

住む 小倉強『東北の古民家」1955 相模書房

太田博太郎「近世の農家」F日 本住宅史の研究 (日 本建築史論集Ⅱ)1984 岩波書店

10 宮沢智士「近世民家の地域的特色」『講座 。日本技術の社会史」1983 日本評論社

00 小林清治「第二章 城下の拡張とニノ丸の構築」『仙台市史 1』 1954 仙台市役所

住り 三原良吉『宮城刑務所と若林城』 1978(再 )宮城刑務所
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第 1図 大正14年 (1925)発 行「仙台近郊図」

A地点

(約34000分 の 1)

騨
ヤ
ｂ

I層 黄掲色10Y R%シ ル ト
明黄褐色10Y R%シ ル トのランをはさむ

Ⅱ層
褐色10Y R%ン ルトと黄褐色
10Y R%シ ルトの互層的な混合

Ⅲ層 黄褐色10Y R%シ ル ト

第 3図 基本層位

P12       ③ P8

。 P ll    ◎ P9

Ⅲ層中検出柱穴群 (黒丸は柱穴痕下端)

I号建物跡

11  隅 丸 方 形 21  隅 丸 方 形 31  円   形 4 1  円  形 ?

深 さ 368 長軸25 短軸23 241-辺 32 径30

掘 方 にぶい黄橙10Y R%粘土質ンルト にぶい黄橙lk Y R%粘土質ンルト にない黄格10Y R%粘土質ンルト にぶい黄橙ll Y R子恙 土質シルト

柱 穴 に公い黄橙10Y R%シ ルト質粘■ によい費褐色10Y R/シルト質粘土

備 考 柱穴堆積土は掘り方のそれより示昧 3分の2は攪乱され荘穴不明

-41-



柱痕跡と掘 り方の区別のつくもの

番 号 51   隅 丸 方 形 61  隔 丸 方 形 円 形 8 円 形 9 円 形

深  さ 557 托堅46 188  長軸40 短軸34 径 14 径 17 39 径 17

裾 り方 によい黄格10Y R%粘■質ンルト 撮色10Y R%粘土質ンルト 暗褐色75YR%粘 土質ンルト にぶい責ri10Y R′恙 土質ンルト によい責格10Y R%格土質ンルト

柱  穴 費母色10Y R%ン ルト質粘土 (密度弱) 撮色10Y R%枯土質ンルト によい黄撮色10Y R/シ ルト 褐色10Y Rχ シルト質粘土 1こ燕璃濁色10Y R%粘■賓シルト

備  考
柱穴は方形16X16m下端は円形径10甑

掘り方より榊メ鉄製品1点
掘 り方堆積上の壁は酸化 し埋め土は強 くグライ化 している。

平面形
10 隅 丸 方 形 11 不 整 楕 円 形 12 不 整 円 形 13 不 整 円 形 14 椿 円 形

法  量 深さ191  辺24 深 さ595 長軸38  短軸30 深 さ300 径22 深 さ60 径 10 深さ364

堆槙土
にない黄精10Y R%
粘土質 シル ト 褐色10Y R%粘 土質ンルト 褐色10Y R%

粘土質シル ト
にない黄橙10Y R%粘 土質 ンル ト

ピ

第 4図 Ⅲ層中検出柱穴群他
単位 :cm

れ
、　
卜
（

P5掘 り上げ状況

写真 1 皿層中検出柱穴群他

第 2図
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伊 古 田 遺 跡

1、 遺跡の位置と環境

伊古田遺跡は仙台市の南部、仙台市大野田字千苅田7-1に ある (第 1図兆この位置は国鉄

長町駅の南西約 2飾である。本遺跡は沖積平野である「宮城野海岸平野」の中で、「郡山低地」

に含まれる。「郡山低地」の地形を見ると、西半部の後背湿地、東部及び南部の自然堤防に大別

される。この地形は、本遺跡の南約 800mを 東流する名取川と支流の広瀬川、蕉川等が形成し

たものと考えられている。本遺跡は自然堤防上に立地し、標高は13.Om前後である。

本遺跡の周辺には、縄文時代早期から中世にかけての追跡が数多く分布している。主な遺跡

としては、本遺跡の西側に下ノ内遺跡 (縄文・古墳・奈良)、 富沢館跡 (中世)、 北側に六反田遺

九
「 ]|「

:]

春日社古墳

職
畦
陛

□
□＝
刷

咆
回

口日
募
ヨ
エ
刃

「,T手・

第 1図 調査区位置図
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跡 (縄文・古墳・奈良)、 富沢水田遺跡 (弥生 。平安 。中世)、 下ノ内浦遺跡 (縄文・弥生・古墳

。平安)、 山口遺跡 (縄文・奈良・平安)な どがある。また、五反田古墳 。大野田古墳群・春日

社古墳・王の壇古墳 。鳥居塚古墳などの古墳が集中して分布 している。今年度の調査では、縄

文時代早期の押型文土器 (下ノ内浦遺跡)、 縄文時時代後期の配石墓(下ノ内浦遺跡)、 配石遺構(六

反田遺跡)の他、同時期の大型土偶 (伊古田遺跡)等が発見されている。

2、 調査に至 る経過

伊古田追跡の位置する大野田地区は、最近になって高速鉄道建設工事に伴い周辺の開発が増

加 し、田畑は減少の一途 をたどっている地域である。将来、高速鉄道の開業やこれに伴 う交通

網の整備等により、さらに宅地化等が促進されると思われる。

昭和59年 9月 20日 、仙台市大野田字元袋19、 板橋興一郎氏より伊古田遺跡の発掘届が仙台市

教育委員会に提出された。その内容は、仙台市大野田字千苅田7-1に共同住宅を建設すると

いうものであった。工事がパイルエ法を伴い地下遺構が損なわれる恐れがあったため、同年10

月11日 から4日 間試掘調査を実施 した。その結果、旧耕作土 (畑)直下で円形周濤 1基、小濤

状遺構・ピットを多数検出した。これに基づき、当教育委員会は申請者に対 し設計変更を要請

し、埋蔵文化財の保護に努めたが、建物の構造上全面的な設計変更は不可能ということであっ

た。

以上の経緯から、仙台市教育委員会は建物部分によって破壊 される個所について、記録保存

を目的とした発掘調査を実施することで申請者の承諾を得、昭和59年 10月 25日 から本調査を実

施 した。

3、 基 本 層 位

旧耕作土を含め 8層確認された。第 1。 2層 は旧耕作土 (畑)である。第 3層 は暗灰黄色の

シル ト層で調査区東側を中心に耕作による削平が認められる。第 4層 は褐色のシル ト層、第 5

層は3層 に細分されるにぶい黄褐色のシル ト質粘土層、第 6層 は暗褐色の砂質シルト層、第 7

層はにぶい黄褐色の砂層、第 8層 は砂礫層である。

今回の調査で遺構確認面となったのは、第 3層及び第 4層 、第 5層の上面である。本遺跡内

及び北側に隣接する六反田追跡で確認されている縄文時代の遺物包含層は検出されなかった。

4、 発見遺構 と出土遺物

今回の調査で発見された遺構は、円形周濤 1基、小濤状遺構19状、ピット138個である (第

3図
)。

円形周溝 調査区東側第 3層上面で検出した。南半部は耕作による削平を受けているため第 4

層上面で検出した。

〔平面形。規模〕長径8,Om× 短径6.9mの不整円形に濤が途切れなくめぐるものである。
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蜃寡色ンルトを斑状■少量loY R%灰 黄褐色 粘 上 質 シ ル ト

loY R/に ぶい黄編色

5Y R%褐 灰色 rrl土 質ンル ト

ioY R%に なぃ黄据隆 粘 土 質 ンル ト 格 性 あ り

恥 上端幅 全  長 深  さ 唯 積 遺  物 そ の 他

(am) (cm) 色 土  性 粘  性 考

10Y R%暗褐色 粘 土 質 シル ト き手.・
/`4蘭 巳ン″rζ I僣 イ 9号 を切る

11iOY R%暗 褐色 ン
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トttrh土 娯た終粋物事壽留零イ些4を
堀

9号 1こ 切 られる
選

い
つ loY R%暗 髄 ン ル ト質粘 ユ あ    り 騨I基孫隊責褐色ンルトを斑 切

1飛卦
畜

loY R%暗 褐色 シ ,レ ト質 *占 土 あ    り メ疾そ凝絆協イ態キ多啓昇
loY R/に ぶい黄褐色 格 土 質 シル ト 中xェ 者蜃聾色ンルトをプロ 11号 か

loY R形 に な ぃ 黄 tat 粘 土 質 シ ル ト 19丹 鼻κ輩掃色シルトをブロ 2  9号 を切る

5) V宇形 loY R%暗 褐色 翌卜簗御色 ンルトをブロック

U字 形 loY R%暗 褐色 双 こ 送 笙 褐 色 ン ル トを下 面 I 2号 を切 り、 5

loY R χ褐 色 捉形易イ碁斧
い黄椒色シルト

(31) loY R%暗 編色 な    こ lpと丹簿糞握皇≧才′ヽ童雲替 2号 を切る

(61) loY R%に なぃ黄褐色 粘 土 質 シ ル ト 投IR/褐 色ンルトを斑状に Σ与夕坊B4■

loY R宋 髄 な    し 習Y浄ミユモ嘉鶏 監′伴占寒イ めら乳iち 書ゾ研
(5 8) loY R%暗 褐色 決化 粒 を少 量 含む 9 11号 を切る

loY R%に なぃ黄褐色 ツ歩もそ;が }→ 蓉算色ンル 亦
混討

器
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(56) ioY R%暗 編建 粘 上 質 シ ル ト と鼻を壕奪い薫hF― フルト

U字 形 10Y Rた にない黄傷色 格 土 質 ン ル ト
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島係去露
から¢

(2 7) loY R》 暗 褐色 ザ贔 で蜃奪
い煮n._シ ルト

上  師  器

(3 2) U宇形 loY R%に ぶい黄調色 底 面 に径 2～ 5mmの 礫 を合 む 島析キ寧からの

loY R/に なぃ黄褐に 枯 土 質 シ ル ト 却
X達

で簿聟躍

“

,!な 多̂炭
イヒ

loY R,′

`暗
,重鳥Ig〕 ヅ鍵鼻κ掻斧い貢編色シルト

Q3) 舟 FA形 loY R%に なぃ黄鶴色 皓 土 質 シ ル 】岳鼻枠碁命
い頁御ヨンルト

尻鳥好技只
から

層 位 土  性

iOY R%傷色

,|口耕作土 (畑 )

25Y%ォ リーブ褐色

25V/オ リー プ 編色

ioR Y%褐 灰色

iOY R%に ぶい黄jIB色

25Y%暗 灰黄色 マ ンガン粒 を斑状に含む

75VR%褐 色 凝茫懇9格
土質ンルトを斑

loY R方 にな ぃ黄 槻隆 シ ル ト質粘 土 祭壽斃 粘土質シルトを斑

loY R/に ぶい黄tBt 砂 を 少 量 含 む

10Y R%に ない煮複隆 砂を多量に合む

loY R%暗凋色 砂 質 ン ル ト 瞥各
び径5 mmの礫を多景に

loY R/に な い黄 裾瞳 砂

loY R%灰 黄褐色 縁
8-30cmの 礫を多量に含



〔濤〕上端幅40～ 88cm、 下端幅6～ 28cmⅢ 深さ50～67cmを 計る。南半部は削平により、上端幅

20～ 47om、 下端幅 8～ 27cm、 深さ20～49cmを 計る。底面にはわずかに凹凸があり、北測及び東

側の一部が深い。断面形は「V」 字形または「U」 字形を皇する。

〔濤内堆積土〕4層 に大別される。第1層 は暗褐色シルト層、第2層は灰黄褐色粘土質シルト

層、第 3層 はにぶい黄褐色シル ト層及び掲灰色粘土質シルト層、第 4層はにぶい黄褐色粘土質

1.

2.

石
　
石り

磨

す

第 3図 小溝状遺構出土礫石器実測図
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シルト層である。各層位は自然堆積の様相を呈している。

〔台状部〕長径6.9m× 短径5.9mの 不整円形を呈する。南半部は削平されている。封土等は認

められず、残存部は平坦な面となっている。上面でピットを検出したが、堆積土が自然堆積を

示すことから、台状部に関係する遺構とは考えにくい。

〔出土遺物〕堆積± 1層 中及び2層 中より土師器片が各々3点、31層 中より土師器片1点の計

7点が出土している。底面からの出土追物はない。いずれも細片で磨減が著しく、図化したも

のは1点 もない。

小溝状遣構 調査区西狽1で18条、円形同濤の下面で 1条の計19条検出した。検出面は第 3層上

面と第 4層上面、第 5層上面である。第 4層 上面検出のものは、重複関係から2段階に分ける

ことができる。

〔第3層上面〕第3層上面検出の小濤状遺構は、 1・ 4・ 5。 10。 12,13・ 14・ 16号の8条で

ある。これらはその中軸線方向がN-9° 一Eか らN-30° 一Wの間に収まり、遺構の間隔は約

1.5～ 4m程である。出土遺物には、5号出土の磨面及び敲打痕のある礫石器 2点 (第 3図)が

ある。

〔第4層上面〕第4層上面検出の小濤状遺構は、その中軸線方向と重複関係からA・ Bの 2群

に分けることができる。

A群はその方向がN-41° 一Wか らN-52° 一Wの間に収まるもので、 3・ 6,7・ 8。 9・

11・ 15。 18号の 8条である。それらの間隔は15号 を除けば、ほ1詢 .7～ 1.3mと 一定で平行関係

を成している。重複関係はB群 を切る。出土遺物には11号 からまとまって出土 した弥生土器の

甕がある。破片数は 9点で、全て体部のものである。外面は横位RL縄文の地文のみで、内面

にはミガキが施されている。また、15号 からは土師器甕の破片 1点 が出土 している。

B群は 2・ 17号で、これらは一部途切れるが同一の遺構と考えられる。 2号 からは弥生土器

の破片を6点出土 しており、A群11号出上の甕と接合可能な同一個体の破片である。

〔第5a層上面〕円形周濤の下層、第5a層上面で19号 を1条検出した。方向はN-30°一Wで、

出土遺物はない。

ビット 調査区西側を中心に第3層及び第4層上面で検出した。総数は138個である。平面形、

深さ等に一定の規則性は認められない。出土遺物もなく、性格は不明である。

4、 ま と め

(1)円 形周溝 本調査区で検出した円形周濤の県内における類例には、名取市西野田遺跡 (註 1)、

栗原郡志波姫町の鶴ノ丸遺跡 (註 2)の ものがある。西野田遺跡では2基検出され、いずれも

幅0.4～ lmの濤が直径10mを越し、円形にめぐるものである。鶴ノ丸遺跡では 5基検出され、

幅0.4～ 2.2mの濤が直径 6～12mの範囲で円形、あるいは楕円形にめぐるものである。報告書
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では2遺跡とも、「墳墓とする積極的な根拠はないが、型態的類似性をもとに周濤墓の可能性を

否定するものではない』としている。

本調査区の場合も、就述のように時期及び性格を決定づける遺物の出土等がないことから、

現段階では円形周濤と考えざるを得ない。しかし、本遺跡周辺の大野田地区には、埴輪を出土

した大野田古墳群 (註 3)の他 に、五反田古墳 (註 4)、 鳥居塚古墳・春 日社古墳 (註 5)、 王ノ

壇古墳などが集中して分布 していることから、周濤墓あるいは円墳の可能性も残 されていると

考えられよう。

(2)小溝状遺構 月ヽ濤状遺構は 4群 に分けられる。中でも第 3層 。第 4層上面検出のものは、各

々平行 して走 り、その方向・形状等から何 らかのまとまりをもった遺構群 と考 えられる(註 6兆

しかし、その性格については不明である。小濤状遺構の時期は、堆積土からの出土遺物に弥生

時代後期の天王山式期 と考えられる弥生土器、礫石器の他、土師器片があり、また第 4層 上面

からは土師器)不 (非 ロクロ)の小破片 2点が出土 していること等から、古墳時代 と考えられる。

(3)ピ ット 性格は不明であるが、小濤状遺構 を切っており、時期は小濤状遺構 より新 しいと考

えられる

以上が調査の概略であるが、円形周濤については、今後 とも隣接 した地区で同様の遺構、あ

るいは埋没古墳等が発見される可能性は残 されており、資料の蓄積 を待って検討を加 える必要

があろう。小濤状遺構 も周辺の地区での発見例があり、科学的な分析の積極的導入も含め、性

格の究明が急がれるべ きである。また、弥生土器の出土は、隣接 した地区における弥生時代の

追構の存在を暗示するものであり、今後の調査 を待って検討 して行 きたい。

註 。参考文献

註1 宮城県教育委員会「西野田追跡」『東北新幹線関係追跡調査報告書(1)』 宮城県文化財調査報告書

第35集  1974、 3

註2 宮城県教育委員会「鶴ノ丸追跡」『東北自動車道違跡調査報告書V』 宮城県文化財調査報告書第

81歩亀  1981、  6

註3 仙台市教育委員会「大野田古墳群」『年報 3』 仙台市文化財調査報告書第41集 1982、 3

註4 仙台市教育委員会『六反田遺跡』仙台市文化財調査報告書第34集  1981、 12

註5 仙台市教育委員会『′亀居塚・春日社古墳』発掘調査現地説明会資料 1978、 1

註6 このような小溝状遺構の類例としては、本違跡の近隣では、六反田遺跡 (註 4に同じ)、 山口遺

跡 (『 山口遺跡Ⅱ』・仙台市文化財調査報告書第61集 ・1984・ 2)の他、下ノ内遺跡 (『 仙台市高

速鉄道関係追跡調査概報1～ ⅢJ・ 仙台市文化財調査報告書第40・ 56・ 69集 )、  下ノ内浦追跡

(『仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅲ』。仙台市文化財調査報告書第56集 )な どでの検出例があ

る。現段階では、畑跡とする理解もあるが、この考えを裏付ける遺物等報告は行われていない。

(金森安孝・渡辺 誠)
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Ⅲ 。そ の 他

郡山遺跡第 1次五ケ年発掘調査の概要

1.は じ め に

昭和55年度から開始 された郡山追跡の発掘調査は昭和59年度で第 1次 5ケ 年計画案に基づ く

発掘調査を終了し、郡山一丁目から六丁目にわたる遺跡推定範囲72万ドの中で 、第 1次から第

49次 までの49地区についての発掘調査 を実施 した。 5ケ年計画の調査が開始 される前年度の昭

和54年度に実施 した宅地造成に伴 う事前調査を含め、この 6ケ 年の調査総面積は10,058ド に及

ぶが、遺跡全域の中での調査進直率はわずか 1.5%に すぎない。

当初想定された二町半ほどの官衛域は西方と北方に拡大 し、方四町の占地をしていることが

確認 され、古 くから知られていた古瓦散布地は官衛とともに造営された寺院跡であることが判

明した。また、これらの方四町官衡、寺院が造営 される前段階に方六町前後 と推定される官衛

が存在してぃたことも明らかになつた。これまでの各年度の報告の中で、古い段階の官衡 を I

期官衛、新しい段階の官衛 をⅢ期官衛、寺院跡 をⅡ期並行寺院跡 としており、これに従って 5

ケ年の発掘調査の概要を報告したぃ。

2.遺構の変遷

発見された遺構群は大別すれば5段階に分けられる。次のとおりである。

〔第 1段階〕 古墳時代中期の遺物が含まれる濤跡。

〔第2段階〕 竪穴住居跡によって構成され、7世紀代と考えられる、在地の土器に混じっ

て関東系 (鬼高式類似)土師器がみられる。

〔第3段階〕 掘立柱建物跡、材木列、一本柱列、竪穴住居跡によつて構成される官衛遺構

群で、遺構群の範囲は五町以上に及び、7世紀後半代と考えられる。この段階

の官衛 を I期官衛 とする。

〔第4段階〕 第3段階とほぼ同様の遺構によって構成され、方四町の外郭を持っ官衛遺構

群と、官衛の南側に位置する推定方二町の寺院を構成する遺構群とからなる。

7世紀末葉から8世紀初頭と考えられる。この段階の官衛 をⅡ期官衛、寺院を

Ⅱ期併行寺院とする。

〔第5段階〕 井戸跡、小掘立柱建物群によって構成され、中世以降と考えられる。

これらの追構群の うち、官衛遺構 として主体をなす第 3段階の I期官衛 と第 4段階の Ⅱ期官

衛および、Ⅱ期併行寺院についての概要をまとめてみたい。
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(1)I期 官 衛

東西 400m以上、南北 600m以上にわたつて広がっており、造営基準方向はN-30° 一E前後

である。掘立柱建物跡、竪穴住居跡、材木列などによって構成されており、外郭、政庁 とも不

明であるが、建物跡が整然と並び、門を伴 う材木列によって囲まれた一画二院な

どがある。
°
この官衛 ブロックは東西51～ 54m、 南北60m以上の南北に長いもので、建物跡ゃ塀

跡は 3回程の変遷がみられる。この官衛 ブロックの中では掘立柱建物 と竪穴住居が並置 されて

おり、これらの竪穴住居は、官衛内での厨・竃屋等の施設と考えられる。また、この官衛 ブロ

ックとは別に直径30cm以上、70～80cmの柱材を使用 した総柱建物 による一群があり、これは倉

庫ブロックと考えられる。さらにこの倉庫ブロックの南には桁行 8間 以上にもなる長大な建物

跡があり、国衛政庁脇殿、郡衛政庁長屋等の建物 に比定されるものである。

I期官衡 については不明な部分が多く、性格 も判然としないが、官衛の存続年代は 7世紀の

中葉を上限とし、末葉を下限とする 7世紀の後半代と考えられ、この中で少くとも 3期程の変

遷がみられ、次に続 くⅡ期官衛 との間に、現段階では断続期間を認め難 く、 Ⅱ期官街の造営に

伴い、意図的に取 り壊 された可能性が高いほのと考えられる。

(2)Ⅲ 期 官 衛

東西 428m、 南北 422mの ほぼ方四町を呈 し、造営基準方向はN-0° 一 Sの真北方向である。

外享Fは材木列による塀 とその外側の大濤から成 り、材木列は直径30cm前後のクリ九材を密接 し

て立て並べており、修築や抜き取 りが行なわれた形跡が認められないことから、官衡の廃絶段

階まで機能 していたものとみられる。この外郭材木列の南西隅と西辺には、材木列 と一体とな

った櫓状建物跡 があり、外郭の各コーナーおよび、各辺の要所にはこのような建物が付設され

てぃたことが考えられるが、櫓状建物の間隔、門との配置関係、および建物の性格については

不明である。

材木列外側の大濤は、材木列との心心間隔8.5～ 9mで、ほぼ30尺 と規則的 に造 られている。

大濤は上幅 3～ 5m、 深 さ60～80cmで 、断面形は痛平 U字形ないしは逆台形を呈 しており、後

世の二次攪乱・削平等により、幅・深 さが一定でない。 しかし、上幅に比 して浅 く、外部から

の侵入を阻む防禦機能を持っていたとはみられないもので、形式的な区画の濤 とみておきたい。

大溝は推積度の状況や遺物出土状況 などからみて、恒常的に貯水 していたとは考え難 く、短期

間のうちに人為的に埋め戻されたことも考えられる。

官衛内部の建物は、南東コーナー付近から、 3期程の重複関係をもって、掘立柱建物跡が15

棟程検出されている他は、外郭南辺より北に 3町の位置で、東西方向に延びる一本柱列とその

北側に建物跡 3棟が重複 して検出されたが、建物跡、住居跡、井戸跡、小濤跡などが散在的に

みられるのみで、内部の】犬況は始んど解明されていない。政庁もまだ明らかでないが、北側二
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町 と南側一町には存在 し得ないことが明らかであり、南北中軸線上に位置するものであれば、

南二町の範囲内に推定することができよう。

このⅢ期官衛は前述 した I期官衛の廃絶後、断続なく造営が開始 されたものと考えられ、造

営の上限は 7世紀末葉、下限は外郭大濤 1層 出上の土器群、ならびに併設された寺院に使用さ

れた瓦の検討から陸奥国府多賀城跡の倉」建年代である養老から神亀年間の前後 と考えられ、国

府の造造と相前後 して意図的に廃絶 された可能性が高い。

(3)Ⅱ 期官衛併設寺院

Ⅲ期官衡の南側に、一町隔て、方二町程度と推定され、 Ⅱ期官衡西辺の南延長線が寺域の西

限と考えられることから、官衛 と同一基準地割で造営されたものとみられる。寺院中枢建物

群は推定範囲の中でもその中心部の極めて限られた地区にあるものと考えられる。

推定域内中心部からは、東西32m以上、南北12m以上の範囲で基壇の版築を検出 し、これを

講堂跡 と推定しており、この周辺からは多量の瓦類が出土 してぃる。軒瓦は八葉単弁通華文と

ロクロ挽 き重弧文によるセットで、一様式のみである。また、通常の瓦類にまじつて、無文の

隔尾片が多数出土してぃる。さらに寺院域で検出した井戸跡より、「学生」「寺」銘や写経用

定木 (裏面に経文を習書)な どの木簡が出土しており、寺院の存在を裏づけている。

造営年代はⅡ期官衛 と同様、 I期官衛の終末と考えられる7世紀末葉を上限とし、軒瓦のセ

ット関係が多賀城倉」建期の瓦よリー段古ぃ様相を示 していると考えられることから、 8世糸己

初頭を下限として rDhき たぃ。

昭和54年 に実施された事前調査を含めて、この 6ケ年の発掘調査で、追跡全面積の約 1,570

しか調査が終了しておらず、検討すべき課題は山積 してぃる。昭和60年度からの第 2次 5ケ 年

調査の中で、細部にわたる年代検討とあわせ、宮衛の性格を究明する必要があろう。

官衛・寺院の年代観については先に述べた通りであるが、 7世紀後半から8世糸己初頭の時代

は 645年の大化改新から、藤原宮の造営を経て、 710年の平城遷都まで、日本の古代社会の激

動の時期である。次々と急激な変革が断行され、律令体制が整備されるという社会状勢の中で、

この官衛 ・寺院の性格を究明することは、これまで辺境視されていた陸奥国に中央の支配力が

どのような形で及んできたのかを解明する重要な問題を含んでいる。さらに陸奥国古代史の中

での郡山追跡の位置づけについても考古学・古代史両面からの検討を加えてぃく必要があろう。

尚、詳細については、仙台市文化財調査報告書 (以下、仙文調)第 23集「年報 1」 (昭和55

年 3月 )、 仙文調第29集「郡山追跡 I」 (昭和56年 3月 )、 仙文調第38集「郡山遺跡 Ⅱ」 (昭和57

年 3月 )、 仙文調42集 「郡山遺跡」 (昭和57年 3月 )、 仙文調第46集「郡山遺跡Ⅱ」 (昭和58年 3

月)、 仙文調64集 「郡山遺跡Ⅳ」(昭和59年 3月 )、 仙文調第74集 「郡山遺跡 V」 (昭和60年 3月 )

の中で、各年度の概要をか照されたい。
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「東北古代稲作に関するシンポジウム」 参加報告

1.は じめ に

今回のシンポジウムは、青森県南津軽郡田舎館村垂柳遺追跡 において東北地方で最初に検出

された弥生時代中期の水田跡 を中心として、仙台市富沢水田遺跡 を合め、全国的な視野に立ち、

東北地方の古代の稲作の内容を把握 しようと企画されたものである。参加者はパネラー・司会

者の他合わせて50余名を数え、特に田舎館村の関係者の参加が目を引いた。仙台市からは、斎

野裕彦・工藤哲司が参加 し、工藤がパネラーを務めた。

2.開 催 要 項

日時  昭和59年 11月 24日 (土)か ら25日 (日 )

場所  厚生年金会館青森おのえ荘  (青森県南津軽郡尾上町猿賀 )

主催  東北稲作史研究会

世話人 東北大学名誉教授 伊東 信雄

東北大学名誉教授 藤原 彰夫

後援  青森県教育委員会 田舎館村教育委員会

3。 第 1日 目―問題提出  (11月 24日  9時 30分 から17時 )

伊藤信雄東北大学名誉教授の挨拶の後、問題提出として考古学側から7名 自然科学側から5

名の発表があった。考古学側の発表では、遠藤 (青森県埋蔵文化財センター)・ 児玉 (秋田県

埋蔵文化財センター)両氏と工藤から弥生時代の稲作が東北地方で行なわれていたことの空間

的な広がりが示 され、小林 (八戸市博物館 )。 鈴木 (青森県立郷土館)両氏は、東北地方の稲

作の開始期がさらに古 くなる可能性を示すデータを提出した。また須藤氏 (東北大学助教授 )

は稲作文化に伴なう石包丁の分類とその石材の産地について述べ、工楽氏 (奈良国立文化財研

究所 )は西日本の水田跡 を紹介 し、全国的な見地から垂柳遺跡の水田跡 を位置づけた。自然科

学側では、垂柳遺跡の土壌分析を松井氏 (地域開発コンサルタント)が、プラント・オパール

分析 を藤原氏 (宮崎大学助教授)が発表し、松井氏からは、水田跡を覆 う5層 が火山灰ではな

いことが示 された。また小野氏 (青森県農業試験場 )は垂柳追跡を含む弘前周辺は自然災害が

青森県の他の地域 と較べ少ないこと、気候的に安定 していることを述べ、星川氏 (東北大学教

授)は中国から取 り寄せた極早生種の裁培実験結果から、垂柳遺跡 にもたらされた稲は、極早

生種である可能性が強いと自説を開陳した。最後の中村氏 (高知大学名誉教授 )は 、垂柳遺跡

と青森県月見野の分析結果からB.P.3000年以降、B.P.1000年頃までの気候変化を示 した。

以上の発表は各氏持ち時間20分ではあつたが、大半の方が時間をオーバーし、質問もなされ、

第 2日 の意見交換の準備が整った。
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4.第 2日 ―意見交換  (11月 25日  9時 30分 から12時 )

朝方の降雪のため、窓の外は一面の銀世界となっていたが、会場はか加者の熱気に包まれ、

3時間がまたたく間にす ぎた。

意見交換は、垂柳追跡の水田跡 を中心として、

1,稲作が可能となった条件       4,そ の後の稲作

2,稲作技術の高さ           5,北 海道での稲作の可能性。

3,稲作の開始 された実年代       6,今 後の研究

という順に進められた。

1については、第 1日 の小野氏の発表に加え、島田氏 (コ ープヶ ミカルK,K,)ょ り日本海

側には山背の影響の少ない盆地が多く、気候的に安定 しているという意見が出され、星川氏が、

そこに入ってきた極早生種が感温性種であった可能性を述べた。

2で は、庄子氏 (東北大学教授)が弥生時代の水田が湿田から始まったことを、用水確保、

潜在地力、立地の面を根拠として述べ、藤原 (彰 )氏 (東北大学名誉教授)がスマ トラの水田

の移 り変わりから、そのどの時期のものが日本へ入ってきたかが問題 とされる旨の発言があっ

た。また工楽氏は、弥生時代の水田が湿田ある程度完成された姿で日本へ入ってきているが、

畿内と九州における農具の差や、岡山県津島遺跡では前期に乾田経営が行なわれていることを

述べ、土壌については今後の課題とするとした。

3については、 14c年代測定値による討論となったが、およそ糸己元 0年 をややさかのぼると

ころに落ち着いた。

4では、垂柳遺跡で弥生時代以降久 しく水田が首なまれなかったのは、土壌的な要因はある

が、星川氏により裁培 されたのが極早生種であったことによるとする意見が出された。

5に ついては、函館市立博物館の千代氏が、道南の遺物には弥生的なものと非弥生的なもの

があり、水田跡の検出される可能性はあるとする発言を行なった。

6,村越氏より、今回のシンポジウムを今後に生かしていただきたいとの挨拶で意見交換を

終った。

午後は田舎館村の資料を見てシンポジウムは幕を閉 じた。

5.お ゎ り に

2日 間にわたったシンポジウムは、垂柳追跡 を中心として行なわれたが、それは昭和35年 に

伊東氏が東】ヒ北半でも弥生時代に稲作が行なわれていたことを「東北北部の弥生式土器」 と題

して発表 したことが実証 されたわけであり、伊東氏を中心として長い間研究を続けてきた東北

各地の研究者の努力が実ったことを示すものであった。           (斎 野裕彦 )
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山口遺跡土壌のプラントオパール分析

大分短期大学 講師 佐々木 章

1。 は じめ に

仙台市富沢水田追跡は、我国の北方に位置する広範囲な水田跡として注目されている。この

たび富沢 1丁 目10番 8号の発掘が行なわれ、追跡土壊のプラントオパール分析の機会を得たの

で結果を報告する。 (調査成果は市文化財報告書第75集 F仙台平野の遺跡群Ⅳ』所収)

2.プラン トオパール分析法

分析に用ぃた機動細胞プラントオパールは、イネをはじめ、ススキ・ヨシ・タケなどイネ科

植物の葉身中に存在する珪化機動細胞に由来する土粒子である。従って埋没水田土層中には、

そこで生産されたイネに由来するイネ機動細胞プラントオパールが多数含まれている。

土壊中の機動細胞プラントオパール密度と植物体中の珪化機動細胞量から、過去の植生やィ

ネの生産量を推定する方法をプラントオパール定量分析法と呼んでいる。分析の手順を図 1に

示す。

あらかじめ一定量のガラスビーズを土壌試料に混入 してから、粘土除去などの調整を行ない、

プレパラー トを作成する。次に顕微鏡下で、ガラスビーズに対する目的のプラントオパールの

割合を求めて、土壊中のプラントオパール密度を計算する。さらに植物体中の珪化機動細胞量

(表 1)を 用いて、植物体重に換算することができる。

3.結果・考察

遺跡土壊中の機動細胞プラントオパール密度を図 2に示す。イネについては植物体重ともみ

重に換算 して図 3に示す。穂刈が行なわれており、土壊の移動が無かったとすれば、珪化機動

糸田胞の全量が土壊中に残されていることになるので、分析結果は生産されたイネ地上部乾重と、

もみ重に相当する。分析結果は面積10a、 厚さ l cmの 土層中に含まれるイネ機動細胞に相当す

るイネ量で示 してあり、年間収量では無ぃので注意されたい。

イネ機動細胞プラントオパールは 1層 から4層 にかけて多量に検出される。 5層以下、 8層

上部に至るまで、少量ながら検出される。

4層 と7層 に小さなピークが認められるが 4層 中の全イネ機動細胞プラントオパール量を生

産されたもみ量に換算すると11.3t/10aに 相当する。 7・ 8層 中の全量は、もみ量に換算 して

1.lt/10aに 相当する。

穂刈でなく、株刈であったとすると、葉身も圃場外に持ち出してしまうため実際の生産量は、

圃場内に残された葉身に由来する値から求めた量の20倍 も多い。 4層で 230t/10a、 7・ 8層

で 22710aの もみが生産されたことになる。

この地点の全層に合まれるイネ機動細胞プラントオパール量は、 128t/10aの もみ量に相当
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株刈で、イナワラが圃場 にもどされていなけれ 2560t/10aの もみに相当する。

年間収量は不明だが、今、仮に平安時代から1000年間水田が営まれ、平均収量が、もみにし

て200k9/10a。 年とすると 200t/10aの もみが生産されたことになる。これは穂刈 として計算 し

た値の 2.5倍、株刈 として計算 した値の 1/3に あたる。比較的におそくまで穂刈に近い状態で

あったのかも知れない。

ヨン属機動細胞プラントオパールは、 8層 を中心に 7層 から9層 にかけて多く検出された。

8層 は、おそらく湿地で、水田が営まれるようになって)力 ら乾田化 したものであろう。

キビ族は 5層 より上部 と、 8。 9層で多く検出される。キビ族機動細胞の細分は、つまびら

かになっていないので、同定はできないが、キビやアワ、ヒエなどの雑穀類が含まれる。湿地

にヒエ田が営まれた可能性についても考慮する必要があろう。

4.結  論

1.4層 までは水田の可能性が高い。 5層 以下、 8層 までイネ機動細胞 プラントオパールが検

出される。

2.4層 と7層 に小 ピークが認められるが、穂刈 とすると4層で 11,3t/10a、 7・ 8層 で1.lt/

10aに相当する。株刈とすれば230t/10a,22t/10aに相当する。

3。 この地点では今までに、穂刈のもみ 128t/10aに 相当するイネ機動細胞プラントオパールが

含まれている。株刈では2560t/10aに 相当する。

4.平安時代から今まで平均 200k9/10a年 のもみ収量がぁったとすると、200t/10aの もみが生

産されたことになる。これは穂刈として計算 した値と、株刈として計算 した値の中間にあた

るが穂刈として計算 した値により近い。

5.ヨ シ属機動細胞プラントオパールの推移から、 8層は湿地で、 6層以後乾田化したもので

あろう。

6.キ ビ族機動細胞プラントオパールの詳細は明らかでないが、 8・ 9層の湿地でヒエ田が営

まれた可能性を考慮する必要がある。

表 1 植物体中の珪化機動細胞

×104+回/g

イネ     OryZa sativa         3.43
ヨシ     Phragmites Communis   l.44
ヒ」     EchinOch10a Utihs      O.23

ゴキタケ  Bambusaceae         20.83
ススキ   Miscanthus sinensis   2.79

図 1 プラン トオパール定量分析手順
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キビ族 タケ亜科  (× 104個/土g)

0               10

図 2 土壌中のプラン トオパール密度

t/10a cm

図3 土壌中のプラントオパール密度から推定したイネ科植物生産量
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社会教育課

職   員   録

文化財調査係

課 長  阿部 達     係 長  佐藤  隆     主 事  吉岡恭平

主 幹  早坂春一     主 事  田中 則和      ク   エ藤哲司

ク   結城 慎―      ク   渡部弘美

文化財管理係       教 諭  管原 和夫     教 諭  渡辺 誠

主 事  木村 浩二     主 事  主浜光朗

係 長  佐藤政美      ク   篠原 信彦      ″   斎野裕彦

主 事  岩沢克輔     教 諭  小野寺和幸      ク   長島栄一

ク   山口 宏      ク   佐藤美智雄      ク   及川 格

主 事  佐藤  洋     教 諭  千葉 仁

ク   金森 安孝      ク   松本清一

ク   佐藤 甲二     派遺職員 高橋勝也

仙台市文化財調査報告書刊行日録

第 1集 天然記念物霊屋下セコイヤ化石林調査報告書 (昭和39年 4月 )

第 2集 仙台城 (昭和42年 3月 )

第 3集 仙台市燕沢善応寺横穴古墳群調査報告書 (昭和43年 3月 )

第 4集 史跡陸奥国分尼寺跡環境整備並びに調査報告書 (昭和44年 3月 )

第 5集 仙台市南小泉法領塚古墳調査報告書 (昭和47年 8月 )

第 6集 仙台市荒巻五本松窯跡発掘調査報告書 (昭和48年 10月 )

第 7集 仙台市富沢裏町古墳発掘調査報告書 (昭和49年 3月 )

第 8集 仙台市向山愛宕山横穴群発掘調査報告書 (昭和49年 5月 )

第 9集 仙台市根岸町宗禅寺横穴群発掘調査報告書 (昭和51年 3月 )

第10集 仙台市中田町安久東遺跡発掘調査概報 (昭和51年 3月 )

第■集 史跡遠見塚古墳環境整備予備調査概報 (昭和51年 3月 )

第12集 史跡遠見塚古墳環境整備第二次予備調査概報 (昭和52年 3月 )

第13集 南小泉遺跡―範囲確認調査報告書― (昭和53年 3月 )

第14集 粟遺跡発掘調査報告書 (昭和54年 3月 )

第15集 史跡遠見塚古墳昭和53年度環境整備予備調査概報 (昭和54年 3月 )

策16集 六反田追跡発掘調査 (第 2・ 3次 )の あらまし
第17集 北屋敷遺跡 (昭和54年 3月 )

第18集 枡江遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 3月 )

第19集 仙台市地下鉄関係分布調査報告書 (昭和55年 3月 )

第20集 史跡遠見塚古墳昭和54年 度環境整備予備調査概報 (昭和55年 3月 )

第21集 仙台市開発関係遺跡調査報告 1(昭和55年 3月 )

第22集 経ケ峯 (昭和55年 3月 )

第23集 年報 1(昭和55年 3月 )

第24集  今泉城跡発掘調査報告書 (昭和55年 8月 )

第25集 三神峯遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 12月 )

第26集 史跡遠見塚古墳昭和55年度環境整備予備調査概報 (昭和56年 3月 )

第27集 史跡陸奥国分寺跡昭和55年度発掘調査概報 (昭和56年 3月 )
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第28集 年報 2(昭和56年 3月 )

第29集 郡山遺跡 I―昭和55年度発掘調査概報― (昭和56年 3月 )

第30集  山田上ノ台遺跡発掘調査概報 (昭和56年 3月 )

第31集 仙台市開発関係遺跡調査報告Ⅱ (昭和56年 3月 )

第32集 鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )

第33集 山口追跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )

第34集 六反田遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 12月 )

第35集 南小泉追跡一都市計画街路建設工事関係第 1次調査報告 (昭和57年 3月 )

第36集 北前遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )

第37集 仙台平野の遺跡群 I―昭和56年度発掘調査報告書― (昭和57年 3月 )

第38集 郡山違跡Ⅱ―昭和56年度発掘調査概報― (昭和57年 3月 )

第39集  燕沢追跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )

第40集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査ljltt I(昭和57年 3月 )

第41集 年報 3(昭和57年 3月 )

第42集 郡山遺跡一宅地造成に伴 う緊急発掘調査― (昭和57年 3月 )

第43集 栗遺跡 (昭和57年 8月 )

第44集 鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 12月 )

第45集 茂庭―茂庭住宅団地造成工事地内遺跡発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第46集 郡山遺跡Ⅲ一昭和57年度発掘調査概報― (H召 和58年 3月 )

第47集 仙台平野の追跡群Ⅱ―昭和57年度発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第48集 史跡遠見塚古墳昭和57年度環境整備予備調査概報 (昭和58年 3月 )

第49集 仙台市文化財分布調査報告 I(昭和58年 3月 )

第50集 岩切畑中追跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第51集 仙台市文化財分布地図 (昭和58年 3月 )

第52集 南小泉遺跡―都市計画街路建設工事関係第 2次調査銀告 (昭和58年 3月 )

第53集  中田畑中遺跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第54集 神明社窯跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第55集 南小泉追跡―青葉女子学園移転新営工事地内調査報告 (昭和58年 3月 )

第56集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅱ (昭和58年 3月 )

第57集 年報 4(昭和58年 3月 )

第58集 今泉城跡 (昭和58年 3月 )

第59集 下ノ内浦追跡 (昭和58年 3月 )

第60集  南小泉遺跡―倉庫建築に伴 う緊急発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第61集  山口追跡Ⅱ―仙台市体育館建設予定地― (昭和59年 2月 )

第62集  兼沢遺跡 (昭和59年 3月 )

第63集 史跡陸奥国分寺跡昭和58年度発掘調査概報 (昭和59年 3月 )

第64集 郡山追跡Ⅳ一昭和58年度発掘調査概報― (H召和59年 3月 )

第65集 仙台平野の遺跡群Ⅲ―昭和58年度発掘調査報告書― (昭和59年 3月 )

第66集 年報 5(昭和59年 3月 )

第67集 富沢水田遺跡―第 1冊 ―泉崎前地区 (昭和59年 3月 )

第68集 南小泉追跡―都市計画街路建設工事関係第 3次調査報告 (昭和59年 3月 )

第69集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅲ (昭和59年 3月 )

第70集 戸ノ内遺跡発掘調査報告書 (昭和59年 3月 )

第71集 後河原遺跡 (昭和59年 3月 )

第72集 六反田遺跡Ⅱ (昭和59年 3月 )

第73集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅱ(昭和59年 3月 )

第74集 郡山追跡 V―昭和59年度発掘調査概報― (昭和60年 3月 )

第75集 仙台平野の追跡群Ⅶ (昭和60年 3月 )

第76集 仙台城三ノ九跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )

第77集 山田上ノ台遺跡一昭和59年度発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第78集 中田畑中遺跡―第 2次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第79集  欠ノ上 I遺跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )

第80集 南小泉遺跡―第12次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第81集  南小泉遺跡―第13次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第82集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅵ (昭和60年 3月 )

第83集  年報 6(昭和60年 3月 )

第84集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅲ (昭和60年 3月 )
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